
第 4回 全国バズ学習研究集会

昭和 47年 8月 2日・ 3日

主 催

後 援

広 島県 豊浜 中学 校

全 国 バ ズ 学 習 研 究 会

広島県豊浜町立豊浜中学校

広 島 県 教 育 委 員 会

広 島県 豊浜 町教育委員会
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2 公開授業

(1)本校バズ学習の経過

(a 校内研究組織と今年度のとわくみ

第 2日 (8月

1025     1■ 10

3日 )

1■ 40 1430   1ュ 30

(第 1日 ) 0 0

lA 理 科

lB 数  学

日本語の特色

労働問題

暑中見舞を印刷する

5 基本提案  (第 1日 )11:50～ 12:20

4 5

科

教頭

教諭

体育館

正

誠

根
　
尾

山
　
松
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受 付

公 開

昼 食

分 科 会

授 清  掃 H R
開会行事

基本提案 T軍煮再会)|
協 議

生徒朝会 1必 タ ラブ 1貪

`脅

乳 1町内バガ (イ蚤場易号ll)

ノぐネルデペ

スカツシン

混合物の沸点

平面図形の平行移動         1 清田

2D教室

3A教室

松尾  誠 1 技術室

版画のため し刷 わをしより 吉川 和治

New Horrzon LessonS (t)

サンタルチア (ィ タリア民謡 ) 大背戸澄子

組み立てをとらえる

酵素とその働 き

鎌倉幕府の成立

機械 と生活 (ィl珊白とデイータ嘱関 )

陸上競技 (障害走 )

特殊  1 作業単

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

受 付

公 開

移   動

全 体 会

講 演

学年 0組 題 材 名 授 業 者 場 所

山根 正純 第一理科室

lB教 室

10 美 術 lC教室
lD 英  語 鎗野健次郎 lD教室
2A 音  楽 音楽室
2B 国  語 槙  勝博 2B教室
2c 理 科 寺田 勝彦 2c教室
2D 社  会 望月 秀晃
3A 数  学 実   数 井原 多澄
3B 技 術

3B 体 育 道法 幸恵 運動場
3c 国 語 橋浜 正人 3B教室
3D 社  会 望月 民雄 3D教室

林  義浩 研究学級



4分 科 会 (第 1日 )13:30～ 17100
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分科会 | テ ー マ

教科指導 と

パ ズ学習

(国社数理英 )

C広島県教育委員会

松 浦 義 人

広島県木江中学校較長

中 雰   寿

広島県安芸津中学校較長

佐々木 圭 輔

C広島県瀬戸田中学校校長
赤 羽 善 吉

広島県忠海中学校校長

丸 橋 園 生

広島県大崎中学校賛長

冷牟囲 充 泰

広島県黒瀬中等校

麻 生 和 子

尾崎市日Wir中 学校校長

前 田 義 夫

広島県教育委員会

横 手 進次郎

竹原市 竹原中学校校長

秋 月 政 夫

広島県生 回中学校校長

重 友 員む 貞

姫路市高丘中学校校長

小 松 三 郎

広島県教育委員会

宮 本 厚 志

広島県安浦中学校校長

桝 田 忠 昭

広島県

南申学校

石本 嘉隆

広島県

本郷中学校

橋本 一正

1兵

庫県

〒

谷

森

学

菖 義

1姫

路市
属曇富

学
曇 _

広 島県豊浜中学校

寺 田 勝 彦

春 日井市藤山台中学校

右 高   進

広 島県安浦中学校

武 本 忠 義

福井県 目野中学校

∫|1 島 賢 一

広島県豊浜中学校

竹原市

竹原中学校

藤井 万歳

C姫路市教育委員会

永 井 辰 夫

広島県教育委員会

佐 藤 正 由

広島県賀茂川中学校校長

森 重 盛 登

掛川市三笠中学校

小 林   明

春 日井市東部中学校

今 尾 啓 一

広島県豊浜中学校

山 根 正 純

ｌ

Ａ
教
室

教科指導 と

パ ズ学習

(晋美体技
家 )

地域 ぐるみ
の教育 と

パズ学習

竹原市

吉名中学校

春田 一昭

新潟市曾野木中学校

舟 越 和 吉

広島県豊浜中学校

望 月 秀 晃

復習バ ズの

ね らいと運営

春 日井市東部中学校校長

梶 田 稲 司

広島県教育委員会

喜 橋 一 郎

広島県

豊中学校

横手 := 茂

善通寺市東中学校

丸 岡   哲

春 日井市坂下中学校

長 縄 好 隆

岩見沢市上幌向中学校

川 止 鷹 司

広 島

夕青

中

冨

校

詔 三

掛 川市三笠中学校

海 野 英太郎

助 者 司 会 者 発 者表
場
所

３
Ａ
教
室

３

Ｂ
教
室

竹原市

教育委員会

沢田 停二

立日
　
楽
　
室

ｌ
Ｂ
教
室
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分科会 ア  ー  マ 助 者 司 会 者 発   表  者
場
所

5
学級会活動 と

その運営

元東京都板橋区

西台中学校校長

岩 崎 利 雄

広島県教育委員会

深 川   勇

広島県川尻中学校校長

出来尾   稔

広島県本郷中学校校長

戸野広   明

広島県

豊中学校

上野 善作

高知県奈半利中学校

室戸市吉良川中学校

菊 井 既喜男

広島県木江中学校

道 先 春 彦

ｌ

Ｄ

教

室

必修クラブと

パ ズ学 習

龍野市教育委員会教育長

鈴 木 武 士

広 島県教育委員会

河 隅 英 登

広島県東野中学校校長

松 岡   勲

広島県南中学校較長

福 永   登

広 島県

川尻中学校

河原  力

校
　
　
校
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鵬
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昭
〔

子

治

治

２

Ａ

教

室

7 小学校 部 会

元徳島市福島小学校校長

四 宮 恒 夫

広島県教育委員会

繁 村 昌 彦

広 島県豊島′
lヽ 学校校長

畑 本 達 磨

広 島県

豊島小学校

小林 ″忠一

長崎市磨屋小学校

江 口 勝 介

姫路市安室小学校

吉 田 武 男

広島県忠海東小学校

藤 村   旭

広島県豊島/1ヽ 学校

プ坂本卓夫

２

Ｂ

教

室

8 小学校 部 会

豊川市平尾小学校校長

白 井  仁

広島県教育委員会

持 田   浩

広島県大浜小学校校長

米 本 広 之

広島県斎小学校校長

藤 原 正 信

広島県

大浜小学校

山科 基司

滋賀県五個荘小学校

石 部 清 和

善通寺市筆岡小学校

大 前 精 ―

広島爆豊小学校

y徳 森 丈 人

２
　
Ｄ

婦
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5 必修クラブ (第 2日 )9140 ～ 10125

6 Hf^|t/iX (第 2日 )11:10～  11:40

ク  ラ ブ 名 題 材 名 顧問教8~6 場 所

排 球 男 子 レシープの要領 清田  滋 ,iV-=,-1..

排 球 女 子 ンシープ練習 道法 幸恵

庭 球 男 子 フ ラツ トサー ビス 松尾  誠 f = .2.3 -* I..

庭 球 女 子 グラウン ドス トローク 底押 正司

卓 球 男 子 フオア打ちの要領 望月 秀晃 体  育  館

卓 球 女 子 フオア打ちの要領 鎗野健次郎

貪J 道 かか わげいこ 田中 俊治

ソフ トポ ー ル 基本練習と一学期の又省 井原 多澄 ソフトボニルコ■

体 操 後転 とび 土井 慶嗣 体  育  館

美 術 班毎の製作 吉川 和治 lC教室

新 問 校内新聞第 2号 の批評会 槙  勝博 2B教室

英  会  話 外人に出会った時の応待 荒田 亮達 3A教室

童
菫 道 文字の書き方,配列のし方 大 成  治 2A教室

家 庭 テープルセンターの製作 藤田 _員代 家 庭 科 室

科 学 班毎の研究テーマによ,る 実験 o観察 寺田 勝彦 第 一 理 科 室

社 会 富士山の立体断面をつ くる 林  義浩 研 究 学 級

楽 希望のささゃき (二部合唱 ) 大瀬戸澄子 音  楽  室

読書  e 文芸 編集後の反省 橋浜 正人 3B教室

昆 虫 採 集 標本の整理 望月 民雄 生 徒 会 室

参 観 場 所 移 動 の 方 法 参 観 者 害J当 担 当 者

山崎 。登照寺 徒 歩 分科会1のC 底押正司 道法幸恵

小浦 o公民館 〃   6 松尾 誠 山根正純 吉サ1脚治

小浦・ 室原神社 車 ″  5 田中俊治 望月民雄 藤田員代

′Iヽ浦 。良鎮寺 ″ 3・ 4 望月秀晃 大成 治

小浦 ol日役場 ″  2 荒田亮達 橋浜正人 静 瀞

内浦 o本覚寺 船 〃 1のc 林 義浩 土井慶嗣

内浦・ 農 協 〃 1のCl 寺 田勝彦 鎗野健次郎

立花・ 説教場 ″   8 山根 正 井原 多澄

大浜・ 農 協 〃  7 槙 勝博 清田  滋

-4-



「 テーマ」倉」造力を高めるパ ズ学習

助言者  名古屋大学教授     塩

司会者  竹原市吉名中学校校長  福

〇東京都小平市第 6中学校

○東京都板橋区立高島第 2中学校

○春 日井市藤山台中学校

○春 日井市東部中学校

○姫路市高丘中学校

○広島県教育委員会

○広島県豊中学校校長

○広 島県豊浜中学校

○   ″    //

○   ″     ″

(第 2日 ) 1310o ～  14:30(体 育館 )

久 先生

信

望 月 和三郎

高 橋 伸 幸

萩 原 克 己

加 藤 孝 史

石 本 敬 三

佐 藤 正 由

新 田 正 彦

山 根   正

松 尾   誠

林   義 浩

芳

　

正

田
　
　
島

8講  演   (第 2自 ) 14180 ～  15130 (体 育館 )

名古屋大学教授

指導目標 としての認知 と態度

塩 田 芳 久 先生

-5-
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10公 開 授 業

1年  理科  課 題 一 覧 表

〔中

「 混合物 の沸 点 」

〔課 題解決 の手 が か

。グラフの平坦部は何を意味 してい

るか。

・ 沸点はい くらか。

O傾 きの違いは何を意味 しているか。

・ 平坦部はいぐらありますか。

・ それぞれの沸点はいくらですか。

e混合物の場合, グラフはどんなに

なわますか。

・ グラフの平坦部は何を意味 してい

るか。

0融点はい くらか。

・ 冷えるときはどん′なグラフになる

か 。

・ 混合物のグラフに平坦部があるか。

・ それぞれの混合比で融点はいくらか

・ 混合比 と融点の間に, どんな関係

があるか。

単元

題 〕課単

元

目

標

純
粋
な
物
質
に
は
、
そ
れ
特
有
の
沸
点
、
融
点
が
あ
り
、
混
合
物

の
場
合
は
、
純
粋
物
質

の
場
合
と

異
な
る
事
を
知
る
。

:[i倉二[〔力I基た[撃]1

未知の物質が何かを知 るのに,

点を測定 してみ ょぅ。 (本時

ナフタリン, p― ジクロルベンゼ

ンを加熱すると,温度はどんな変

化をするか。

混合物の融点はどん/な あらわれか

たをするだろうか。

-6-



ro L

理 科 学 習 指 導 案

指導者 山 根 正 純

1。 日  時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2.学   年  1年 A組  男子 13名  女子 17名  計 30名 (7班 )

3,単   元  混合物の沸点

4.目   標

純粋な物質にはそれぞれ特有の沸点 0融点があり,混合物の場合は純粋物質の場

合 と異なる事を理解させる。

5。 指 導 計画  物質の沸点と融点

1 純粋な物質の沸点

2 混合物の沸点

3 純粋な物質の融点

4 混合物の融点

5時間

1時間

1時間 (本時 )

2時間

1時間

6。 本時の目標

未知の物質が何かを知る方法の一つ として,沸点の測定を行ない。

混合物の場合 の温度変化は階段上 lrcな ることを理解させる。

_7-



7.学 習過程

師  の  活

準

備

段

階

〔課題の分析。把握〕

それを確認するにはどうすればれ

“

ゝ

沸′像

グラフの解釈
}説明

水, アルコー

沸点 を演1定する

le各
班 1名  OHPの シー トに実験結果を記入

| する。

1埜
矢ぷD物質

"判
か知るのに沸点を測定 してみょ9。

〔予想〕

各自でどんなグラフになるか図をか

いてみ ょぅ。

〔仮説〕

各班で仮説を立てよう

〔資料集めと整理〕

沸点の測定実験

温度 と時間の関係をグ ラフに記入

〔考察〕

グラフか ら考え られることは何だろつか。

各班でバズを してみょう。

〔結論〕

|

階

グラフが階段状になわ混合物でぁる。

次時の予告.物質を知る手がかわの一つでぁる融点につぃて学習するc

-8-

確

認

段

階

―」

″ノ

各 自で考える。

時 間

|

1報性鋤質を』
~鏡

しなが嫉
1験を行なつ。

液体があわます。何の液体だろ うか。

活

次のグラフは純枠物質か混合物
"、

又沸点は何度か。



1年 数 学 科 題 一 覧 表

「 図形 の移 動 J

課
　
一冗単

目

標

〔中 ′心 課 題〕

平行移動の方法を考え,

せ よ。また線分と線 分,

点の対応を調べ よ。

(本時 )

平行移動の性質 を調べよ。

回転移動の方法を考え,作図ヽ

せよ,ま た,点 れ軋 線かと

線分の対応を調べてみょぅ。

対称移動の方法を考え,作図

せよ。また,点 と鳥 線分と

線分の対応を調べてみょぅ。

対称移動の性質を調べよ。

-9…

〔課題解決の手がかり (主要発問 )〕

。平行移動 とは何か。

・ 曲線図形,線 か,三角形を平行移動

してみ よぅ。

0対応

1彙Fや

線分の間にどんな関係

|

0回転移動とは何か。

0曲 線図形,線分,三角形をそれだれ

60袖転移動させてみよ。

図
　
と

作

‘．黒

・ 対称移動 とは何か

0曲線図形 線れ 三角形を対称移動

させてみ よ。

・ 線対称移動 と点対称移動 と回転移動

の三つの間の関係はどうなっている

か 。

e対応する点や線かの間にどんな関係

があるか。

図

形

の

移 及

動 び

の性

方 質

法 に

つ

い

て

調

べ

て

み

よ

り

。

回転移動の性質を調べよ。

0対応する点や線分の間にどんな関係

があるか。



数学科学 習指 導案

授業者 清 田   滋

1。 日  時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2.学   年  1年 B組 男子 14名  女子 16名  計 30名

3.単   元  平面図形

4.目    標  1.図 形についての基礎的な用語.記号の意味を理解させ る。

2.平行.対称お よび回転の移動により,図形の相互関係や性質を見いださせる。

3.定規 とコンパスを使 つて基本的な図形の作図ができ,そ の作図法が正 しいこ

とを三角形の合同条件などを用いて確かめ られるようにする。

4.平行や合同という関係で,図形の集合 を類別す ることによつて,図形につい

ての理解を深める。

5。 指導 計 画

○図形の基礎…………………………………… 5時間

0図形の移動…・0,…… :・・……………………… 6時間

1 平行移動 = 2時 間 (本時
:時

分 )

2 回転移動 … 2時間

3 対称移動 - 2時 間

○,図形の基本的な性質………………………… 6時間

○図形の書きかた…………・・・………………… 3時間

6.本 庫 )目 標

○平行移動の意味 と平行移動 した図形を作図 し,点と点.線分と線分の対応を理

解させる。

- 10-



準

備

0机 FEl巡視 し,意欲的にや つているかをみ

る。

・ 囲黎の程度をみて助言指導する。

0点 と′軋 線と線の対応に気付かせる。

次時への予告

本時の目標を確認する。

点 Pを ( )の方向に ( )επ移動 したらP

・ 作図でわか りにくいところは班内で相互に

0練習問題をす る (プ リン ト)

・ 班内パズ

。点 と鳥 線 分と線分が対応 していることに

気がつぃてぃるか。

。次時課題の確認

.Iri]5]皇〔i[[]][[[ユ .[ltil≧」・5fレユぜtt暉(
何か。平行移動は何と何がきま

・
Tllじ“

1ち C〔い1が手`わす11

B//3等          :を

' 

°
T        :って

111を
結んだだ

毛g19
■τ・ン

■

C鷲

窯百脅ぞキ畠℃i食
』曇食鶴喜

り方の
 | ず蟄ら11キ t

三角形 1/D辺 の移動だけでなく内部

の点の移動にも目をつけ,変換の    IC三 角形を平行移動する

考え方へと高める意味で,その近    | ¬ 八A  (つ頂点ABCはどうなるか。

傍の点の移動も考える。         | ° /＼   0外 部の点Pは どうなるか。

③ AB上の点 Qは どうなるか

c(41内部の点 Rは どうなるか。

いろいろな図形を平行移動してみよぅ。

-11-

7。 学習過程

平 行 移 動 とは 何 か弩鬱

η係
↓

0  →

冬一 多磁

“

しη卜7争で携キ τ7鵞亀

0点 Pを→の方驚維喀   ス管よFうが

教 師 の 活 動 1生 徒 の 活 動



1年 美術科     課 題 一 覧 表

単元  「私たちの生活を版画にしよう」

重中 題 〕

下絵 をか く

(主題を表現する )
――一二 らよいか考えよ9。 墨でおおまか

E課 題解決の手がかわ〕

1 
自分の主題をどのように表現した

|

[

彫亥J刀 の使ぃ方を考え よう。

黒自の害J合 を考えよう。

0掲示ができるように仕上げ よう。

e刷 わをていねいに仕上げ よう。

・ 主題をどのように表現 しているか

見てみ ょぅ。

・ 彫 わ,刷わの仕方を全員で見てみ

掛ヽ

目
　
標

下 絵 写 し

本 刷 卦

０
　
　
　
シ
ふ

う
　
・え

そ

考

写
　
を

に
　
所

版
　
い

を

　

な

絵
　
ら

下
　
彫

資
魂

ン
　

る

コ
　
彫

|

LI
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作文によって主題を深める。

○

版

画

を

作

る

こ

と

に

よ

っ

て

新

し

い
絵

画

表

現

を

求

め

る

。

Ｏ

自

分

達

の

生

活

に

つ

い

で

個

性

的

な

考

え

を

深

め

る

。

ため じ刷 わをして修正彫 りをする
｀
(本時 )



美術科学 習指 導案

時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

年  1学 年 C組  31名  (男 14 女 17)

元  私達の生活を版画に しよう。

標

授業者 吉 川 和 治

1。  日

2.`学

3。 単

4. 目

5.指 導

1次

2次

3次

4次

5次

6次

7次

計 画

0本版を作 ることによつて,刀 の使い方,刷わなどの経験 を深める。

0自 分達の生活 lrcっ ぃて意見 を出して考えを深めぁぃ,各 自が個性的な絵画表現

を求める。

(12時 間 )

作文によ って主題を深める 1時間

1時間

2時間

4時間

2時間 (本時はその 1時間目)

1時間

1時間

下絵をか く (主題 を表現する )

下絵写 し(コ ンテて下絵を版に写す )

彫  わ  (版 を作 る )

ため じ刷 りをして修正彫 ´をする

本刷

' (掲
示ができるようにする )

鑑 賞 (主題をどのように表現したか )

6.本時 の目標

O今 までの彫 わで版画がどのようにな つているか一度刷 つてみょう。

0班の中でお互いの作業について意見を出し合い全員でよい作品を作ろ,。

…13-



7.学 習過程

・ 細かい所は毎にしないよう注意

。生徒の作業の進み具合を確認

。本国の課題の提示

主題を再確認 しよ

・ 鉛筆で人物を短い時間内でか く

・ 教科委員中心に進める

‐。彫 わの過程でまだ仕上ってぃない所はないかみ

る。

・ 主題をはっきわ確認させる ・ 下絵,作文をみて確認

。お互いの作品をみて考える

教 師 の 活 動

クロッキーをしよう。

e刷わの用具の名称 を教ぇる

。刷る時に考えることを板書

・ 刷る時の注意

。班での活動を指導 (机間巡祝 )

途中で意欲をなくしている生徒

遅れている生徒に留意する。

O正 しい用具の使い方を指導

刷 りの用具の使い方を考え よう。

ため し刷 わをしよう

。用具 の使い方を班で考える

・ 発表…なにに使用するものかを確認

。次時への作業のつながわをもたせる。 ・ 今 日の仕事の確認

・ 修正彫わの観点を板書じ説明 。ため し刷 わと下絵 を比べる。

。どのよつに用具を使ったらよぃか実技の中そ考

える。

。班員が全員で取 わ《む。

0気づきをメモする。

O班の中で考えたことを発表

。班員のパズにょって全員が修正彫 わの場所を確

めめ ,。

。次時への作業のつなが わを失□る。

修正彫 夕の場所をさがそ う

-14-

動活の徒生

準

備

段

階

中

ノ
1:」ト

段

階

確

認

段

階

・ 次時の予告



1年 英 語 科 課 題 一 覧 表

単 元   「 Lesson 8」

目標 題ノか 課 題 解 決 の 手 が か わ

OHo ha sO・・  I(You)have¨ ・

の肯定文が理解できているか。

・ bo動 詞 とhave動 詞の疑問文

の違いはどうか。

ａｖ
　
動
詞

の
疑
問
文
と
、
そ
の
応
答
文

に
つ
い
て
理^
解
し
、・
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ｈ

主語が一人称,二人称の場合

の疑問文 とその応答文はどの

ように表現するか。

(本時 )

…15-

主語が,二人称の場合の疑問

文と,その応答文はどのよう

に表現するか。

have動 詞のある疑問文の応答

文は どうなるか。

I(You)havo・ ・・  HO

の肯定文が理解で きているか。

・ 主語が_,二 人称の場合 と二人称

の場合 とのhave動 詞の疑問文

の違いはどうか。      ,

・ 主語が三人称の場合のhave動詞

のある疑問文の応答文はどぅなる

か 。



英 語科学 習指 導案

授業者 鎗 野 健次郎

1.日   時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2.学    年  1年 D組  男子 14名 女子 16名  計 30名
3。 テ キ ス ト  New HOrizOn l

4.単   元  Losson 8

5。 目   標  have動 詞の疑間文 と,その応答文につぃて理解 し,運用出来 る能力を養 ,。

6.指 導 計 画  (3時 間 )  ~

LeSson 8

0主語が二人称の場合のhave動 詞の疑問文 1時間

とその応答文 につぃて ………………………… (本時 1時限 目 )

・ 主語が二人称の場合のhave動 詞の疑問文

と,そ の応答文について

・ 単元の総復習

1時間

1時間

7。 本時の目標  主語が二人称の場合のhave動 詞の疑問文 と,その応答文につぃて理解 し,運用

出来るようになる。

8。 本時の教材

I have a camera.

Do you have a camera7

Yeヽ I こ0。

Do you have an a■ bum7

Yo% I dO・   I ha ve an a■ buL

Do yoLl havo a piano7

N09 1 tlollt。

Do you have an Organ7

N% I d_oゴ t。

I d o n9t have an organ.

-16-―



9。 学習過程

have動 言司を用いた肯定文 を再確認する.

Reading
。前課 を音 読 させ る

Ora■  Compos■ tion
。本を閉じさせ

`絵
を示して前課の内容

を日本語で示し英語で発表させるc

Ora■  IntroauctiOn
l have a camera.
Do yoll havo a camera7
・絵を示 しながら,意味をわからせる。
Mim― men
O口 頭 で繰 わ返 し,慣 れ させ る。

Convers■ on
肯定文を疑問文に転換させる

1。 be動 詞の場合 と対比 しなが ら板書 して

わ か らせ る

0カ ー ドを用ぃて新語 を発音練習させ る

2。  Ora■  practice
oT― P aia■ Oguo
か らP一 P dia■ ogue

3.本文 の Read_ing

今日,学習 した ことを確認 しよう。

1。 板書事項 をノー トに書きとらせる
2。 日本語 を示 し,英文で書き改めさせる

3.机間巡祝
。次時の予告をする。

*L7 *

o Chora]- Read.ing
o Jnd-tv1d-ua1 ReaCing

2 He has a csrr
t rnru is his car.
.I have e ba11.
{'This 1s my ba11.
f havo a piar'Lo.
Ycu have a pr-ang too.

1.班内で考え, 意味を発表する

2.教師の指示に従 って模倣練習す る

3.教師の指示に従・って,転換練習する

1.板 書 事項 を発音 練 習す る。

YOu havo a camera.

Do you have a camera7

Yos,I こo。

N OP I don9 t.

2.隣接法で問答練習する。

Do you have a penci■ 7

Yos,I こo.

Do you have a carr

Nop l dOn9 t.
3.本文の意味を考えなが ら読む練習
・ CboraL IndiVidua■ Rea■ ing

2.

１

ウ
】

ノー トに書き写す
Do you have a book?
Ye sp  l d oe

Do you have a carT
ltyoD Iこ 。n9t.工  d_on9 t have a

c are

教 帥 の 活 動 生  徒   の  活    動

have動詞のある疑問文鴫 どのようになるか。

準

備

段

階

中

′心

段

階

確

認

段

階



2年 音 楽科 題 一 覧

「 サ ン タ ル

表

チ ア 」

〔課 題解決 の手 が か わ〕

・ 発想記号 を書き入れない.歌詞は 1番だけ。A新 しく習う曲は写譜する。

‖翌聖
`塁

夕と

(本時 )

切階 名唱 じ困難点をみつける

lrl困難点をくふ 9し合って克

服する。

0歌言可の内容を味わいながら

豊かな表現をする。

0楽曲の構成を知って深める。

課

単 元

J レコー ド鑑賞又は楽譜を調べる。

0楽曲の印象をとらえる。――――~~~° 学習問題にかかわる学習経験や生活経験を

想起じ楽曲の印象をとらぇる。

総曲想を焦点化し課題をつ ――――一―・ 自由に感じとった印象をもとに発表し表現

かむo              課題とする。

0表現の方法をつかむ。一…一一―――一阜‐集団としての共通意識に高め具体的な方向

をたてる。

/婚言阜響〔握[[llti皇皇ilフ[[
楽曲分折 1/Cよ りつかみくふ ぅする。

一―一――・ 集団で階 名唱 じひとわひとり困難点 をみつ

ける。

―
-9リ ズム.音程.階 名唱などの困難点をグル

ープにわかれて練習する。

発想記号 c形式を考える。

11lI[]i3停 LFの

変化.形式.曲

∽表現し味わり。

活動により個性的 1/cfmi値づけ られた曲想を

豊かに表現 し味わり。

・ 曲想を生か して個や小集団 0集団で表現 し

合い鑑賞 し合 って感動にひたる。

-18-

E中  ′き 課 題〕

D fLu性 的に表現 し味わう

「
サ
ン
タ
ル
千
ア
」
の
印
象
を
と
ら
え
、
個
性
的
に
表
現
し
味
わ
う
。

C表現する



音 楽科学 習指 導案

授業者 大背戸 澄 子

1。 日  時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2.学    年  2年 A組  男子 17名   女子 21名    計 38名

3.単   元   「 サンタル手ァ」          `

4. 目    標

1.西欧.南欧の民謡の特色について理解させる。
1

2.イ タリア民謡に対する理解 を深める。

3
3.T拍子を理解させリズムに慣■させる。

4.明 るく響きのある声で,美 しく表現する。

5.指 導 計 画

: l:][[「]lfifII三 :正三IIII==〒 一-1時間

・ イタリア民謡の理解

0明 る (響 きのある声で美 しく表現する

2時間

(本時 1時限 目 )

6。 本時の目標

曲想をレコー ド鑑賞をとお して感得 じ「サンタル手ァ」の歌い方をくふうする。

…-19-―



7.学 習過程

教  師   の   活    動

・ 十分声を出させ気分をととのえる。    |「 若者達」  (3部 合唱 )

隣 のわが家」 (斉唱 )

3
・理解出来ているかたしかめる       1  手拍子について

8

|                                                                   |‐

0今 日は「 サンタル手ァ」を歌お うと思うが

この曲で矢目ってぃることがぁるか。

・ どんな感 じの曲か レコー ドを聞こう。

・ 曲想を焦点化 し課題をつかむ

(パ ズー ー斉 )

oグ ループ練習

(皆え′なで協力 してどんな曲になるかやって

ごらん )

(bや #のついた所 4度 .6度の音程の不安

定な所の指摘 )

(巡祝 をしなが ら方法上のことや困難点の克

服状況に助言 をしてやる。 )

把  握

「 サンタル手ァ」で知っていることをあげる

予  想

声の質.歌い方。楽曲の印象をとらえ話 し合

う。

仮  説

自分の写譜 したノー トに感 じた発想記号 を記

入する。

資料集め

。前半と後半に分ける。

・ 強弱や ,ァ クセン トの歌い方の くふ う

0前半と後半の旋律の対照を明確にとらえ表

現する。

整  理

曲想のまとめ  パズ

結  論

明るい歌声.明瞭な発音で歌 う

強弱の対比  を生か して表現する。

斉    唱

次時予告

-20-

動活の徒生

魔
卜
貯
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‐
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段



2年 国語科     課 題 一 覧 表

単元  「 水 にす む昆 虫 」

〔中 心 課 題 〕       〔課 題 解 決 の 手 が か り (主要発問 リ

。暇 透圧の問題」が書ぃてぁる部分

はどこか。

・ 昆虫にとって浸透圧の問題 とは

0浸透圧の問題解決の方策は

・ 呼 吸 の問題」 が書ぃてぁる部 分は

こか。

・ 水中で呼吸するため, どの昆虫がど

のような方法をとってぃるか。

・ 文章全体を表にまとめてみよぅ。

動植物の生態について,

自分で研究課題 をさがそ

う。

-21-

の
目
標

小

堂
‘
元

・ 難しい漢字の読へ 意味を調べよぅ。

0大きい段落。小さい段落にかけよう。文

章

全

体

の

組

み

立

て

に

注

意

し

て

、

説

明

の

中

心

の

部

分

と

付

助
陥

晦

踊

陽

睡

晦

晰

ほ

‐埒

一

場

。

一

(本時 )

昆虫は「呼吸の問題Jを

どの よりに解決 して喝

力ヽ。

この文章全体の「組み立

て」をまとめる。

。自分が動植物の生態について, どん

なことに一番興味 をもっているか。

0自 分の課題を解するためには,

な本を調べた らよいか。

昆虫は「浸透圧の問題」

をどのように解決 してい

るか。



国語科学 習指 導案

授業者 槙   勝 博

1。 日  時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2。 学   年  2年 B組  男子 17名  女子 20名   計 37名

3。 単   元  8  組み立てをとらえる。

4.目   標

説明的な文章や論説文の論理的な組み立てに注意 し 書かれている事がらを整理 し

なが ら読み進める力を養 9。

5。 指 導 計 画

・ 水にすむ昆虫 …………………………  6時間

・ 考える筋道 ……・…… ?・・……………・・ 2時間

。少年のみなさんへ ・・・…………………  3時間

6。 本時の目標

昆虫は「 水の問題」をどのように解決 しているか, を読みとる。

…22-



7.学習過程

整__聖 19 攀 動 1 生 二_ぼ

~丁
落 動

準

備

・ 前時の学習を思い出させる

昆虫が水の世界に生きるためクcは どぅいう

問題があったか。

・ ノー トをみて前時の学習を思いは1す。

暇 透圧の問題」 1呼吸の問題」

中

′心

説明の中心の部分と付加的な部かとを読み

分けるよう指導する。

暇 透圧の問題」とは

・蒸発の問題とは

0耐水性の皮膚とは

以上 3点に注意 して,昆虫が蒸発の問題を

解決する方策が同時に水の世界への進出を

可能にしたことをかさえる。

足らないところを補う。毎

重要な箇所に線をひきながら「浸透圧の問

題について書かれているところを黙読すれ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

丁

―
―

―

―

‐
‐
Ｉ

Ｌ

|

昆虫 が 水 の世 界 に進 出す るため「 浸透
|

|

圧の問題Jを どのように解決 している
|

か理解す る。
|

|

―J

0個人でノー トにまとめる。

0班でバ ズする

・ 班でまとめたものを全体へ発表

0全体でまとめる。

確

靱
恥 ・ 次時の予告

oノ ー トの整理

・ 各班て本時の学習を確認

0次時の学習の目標をつかむ。
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2年  理 科

栄養素

課 題 一 覧 表

単 元  「 動物 の栄 養 」

〔中心 課 題 〕

食物 として取 り入れ ら

食識なとして取り入れたデンプ
ス タン シ質 産訪などの

拠       る売
,力ゝ

酵素の働 きは
温度 と関係があるだろ
うか。

(本時 )

タンパク質は食べたと
きと吸収されてできた
物質 とでは種類が違 っ
てぃるなぜか。

〔課題解決の手がかわ〕

生活活動のエネルギーの
もとになる物質は何か。

，
要
　
　
　
　
　
と
働
　
　
　
　
　
　
　
　
。ハ
の
と

ｈｎｌｌｌキーー陣勒障‐‐‐‐―――レ躙地舗

の
み

化
く

消

じ
性
　
　
　
　
　
ｆ
＼
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
要
　
　
　
　
　
と
動
　
　
　
　
　
　
　
　
。ヽ
Э

鰤 原形質の構造はどう
な っているか。

酵素によわ粒子の小さく
細胞の原形質を通わゃすd

▼

＼

消化 と __ の
搬

物
運

食

管

の
と

化

で
化
収

消
内
消
吸

＼

1層]:こligぞ景F
|

消化器官をしらべるため,

君達の体の中を指さして
多てください。

全8繰箕菅塁「
は

_ど

んな
J

食物をのみ こむときわ
ようにな務 ゝ

食物は消化管の どの部
分でどのような しくみ
で吸収されるのか。

消化された物質は
どこで吸収されるの
だろうか。

小腸壁で吸収

ヂξじξ→血管

―Z一

動物の栄養素となる物
質にはどんなものがあ
るか。
どのように役立 ってい
るか6

ま
た
　
食
べ
た
も
の
は
ど
う
な
る
か
。

炒
К
た
め
に
は
だ
い
に
レ
降
食
物
が
必
要
か

剣雄 V肖化管の中をどの
ようなしくみて運雌 げ
ろう

"ゝ

ぢ音を原rをfべ
たらど

|

小腸の柔突起はどんなも
のですか。

デンプン。タンシ質朝翻露粒
礎 喝

|



理 科 学 習 指 導 案

授業者 寺 田 勝 彦

1.日   時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2。 学   年  2年 C組  男子 17名 女子 20名  計 37名
3.単   元  動物の栄養

4.目    標  動物が生きてぃ くためのエネルギー源 として,体を作る材料 として,有機化合物を

食物 として取 り入れる事が必要でぁる事,ま た取 ゎ入れた食物を各細胞に取り入れ

やすい形にしなくてはならない。そのための働 きが消化でぁると言 う事を理解させ,

その器官のつ くわのしくみをヒトの体を中心にして考察さす。

5.指 導 計 画

動物の栄養

第 1次   栄養素 ……………………  1時 FEl

第 2次   消化のしくみ  消化の必要性 ………・・・…………  1時間

酵素 とその働 き ………………… 1時間 (本時 )

タンパク質の消化 と吸収 ………  1時間

第 3次   消化 と吸収   食物の運搬 ……………………… 1時間

消化管内での消化 と吸収 …・・:…  1時間

6.本時の目標

◎  栄養かの分解が主体内の酵素の働きでぁる事を実験 を通 して理解さす。

◎ 酵素の働きを規制する条件に付L温度が関係する。

◎ 班長を中ノ心にしヽ 実験や班内での話し合い力、 男女協力してできる態度を養う。

7.準備物    ョゥ素液,デンプンノリ溶汽  ジャスターゼ溶液,試験宣 メスシリンダー,

ビーカー,  ピペット, ガラス替:  ろ紙,温度計|ァ ルコールラン4
アスペス ト三脚, oHP

― あ―



酵素…酵素の種類にはどんなものがあるか

ターゼの説明 1酵素の働 きを規制する条件にはどんなものが考えられるかヨ

195騒暫霜?日皇奮糧蟄凛彙負暑奪慈そ居嚢筆冤写IT'I二∫
ます○教科書P176,デン

デンプンの消化 と温度 との関係   仮説 仮説

前時 との関連

温 度 5 15 25 3轟 轟

時間 分 66 26 1。 51

温度が高 くなれば酵素の

働きが大きくなる。

完全にノー トをさ

す

{雌タゼ

酵素の働きと温度の関係を調べるために 1/■, どんな実験をしたらよいですか。

注意事項…条件をコントロールを要因について主体的に話し合わせる。

試料  デンプン+ジヤスターゼ

実験上のiF_意

必ず決められた温度にたもち1分毎にピペ

ツトでろ紙の上に落 し その上にすばや (

ヨウ素液を落 し色の変化を調べる.

実験の設定 ib濯 獄

デンプンノリ+ジヤスターゼ

* -)*.zt--;le

測定  グ ラフ化

グラフの解釈

雷
反応温度

まとめ
 規則性の発見

班毎に

45° 0 55° 0 65Ъ  85° Cの 温度条

件を与え二つの班が 1つの温度 を行 9。

3本の試験管の内

2本  デンフレノリ+カスターゼ

1本 武ノプンノリ■掟液

温度を一定に保つ

時間 (あ らかじめ

書いてお 《 )

資料 を落す

ヨウ素液を落す

実験デー タを班でグ

シー ト)記入  グ

を班で討議

ラフにして見る (oHP
ラフか ら考え られること

全体で討議

後片付け

次時の予告

各班・ 個人の意見の発表

警素ゃ働きは濃度とどんな関係にあるか。    |
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8。 学習過程

。温度  濃度量

|

各 自ノー ト

ef_3人→パズ

酵素の働 きには,温度が関係 しており,酵素のも つともよく働 く温度範囲は決 っている。

教 師 の 活 動  生 徒 の 活 動



2年 社会科 歴史 課 題 一 覧 表

単元  「封建社会の始まりJ

〔中心課題 〕 〕
/1ヽ の

単 目

元標

平氏滅亡の原因 とな

ったのは, どのより

なことか。

鎌倉幕府の成立 とそ
のしくみはどうな っ

てぃたか考えてみる

守護.地頭の設置に

よb地方の政治はど

う変化 したか。
(本時 )

北条氏はどのような

政治をし幕府の実権

を握 ったか。

武士は土地をもとに

してどのような関係

に ぁったか考えてみ

る。

産業が発達する中で

農民の生活は ど9で
ぁったか。

鎌倉仏教はどんな特

色をもち新 しい仏教

の起 った原因につい

て考える。

鎌倉文化はどんな特

色を持っているか考

ぇてみる。

・ 平氏は どようにして政権 をにぎっ

たか。

・ 貴族や武士はその政治をどう受け

とめたか。

・ 源氏の挙兵はどのよりであったか。

::::1::::i::::i::::::i::7:::i:::::i:i:i:::|:::::::::i;i::「
i:::::::::i:i:~~~|

0執権政治 とはどのようなものか。

・ 承久の乱はどうして起こったか。

o御成敗式 目を何のために定めたか。

日常の生活が どのように行なわれ

ていたか。

将軍.御家人。従者の関係は どの

ようであつたか。

どんな産業が発達 したか。

どういうことか ら生産がふえてく

るようになったか。

農民の抵抗が活発になったのはど

りしてか。

o文学・ 芸術 。学問にはどんな作品

がぁるか。

o鎌 倉時代の文化の 2つ の流れはど

のようなものであるか。

ポ

騨

％

燿

屎

レ
≠

震

武明
辞

鮮

鮮

卜

協

鍵

踵

愕

諄

賊
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新 しい仏教が育 ったのはなぜか。

ど,い う人によりどんな仏教が起

o武こ11民たちが歓仰した仏よは
どんなものか。



社 会科 学 習指 導案

授業者 望 月 秀 晃

1.目   時  昭禾目47年 8月 2日 (水 )

2◆ 学   年  2年 D組   男子 17名   女子 20名  計 37名

3.単   元  封建社会の始ま多

4.目   標  鎌倉幕府の政治.武士の生活。鎌倉時代の文化などの学習を通 して鎌倉幕府が成

立 鴫 しだ松に武家政治が公家政治にかゎって発展 してぃったことを理解 させる。

5。 指 導 計 画

平氏の渡亡…・・・・・。1時限 目    産業の発達……… 5時帳 目

鎌倉幕府の成立……本時     新しぃ仏教……… 6時限目

北条氏の政治……… 3時限目   鎌倉時代の文化…… 7時限目

武士の生活…………4 〃

6。 本時の目標

鎌倉幕府は地方支配のために守護.地頭を配置 し,公武の二元的な支配機構であ

ったことを理解させ農民のくらしにふれさせる。
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7。 学 習過程

教 酌 の 活 動

準

備

段

階

・ 班毎にはや く行なわせる。

。授業内容 を高めるためにはっ

たい。

・ 復習を全体で確認……教科委員発表

・ 予習課題を点検する。

e学習目標を確認する。きわつかませ

幕府の地方の してみにっぃて考えてみ よう。

地頭の配置をどのように したか。 ・ 守護.地頭をおいた所を調べてみる。

中

′心

段

階

|[」ョ菫孟三」ョ1空fttl【≧ilf詈11111:::::こ

・ 守護.地頭の配置により地方の国はどうな

っ た か 。

・ 守護.地頭の配置により農民はどうであっ
た か 。

・ 仮説を立てたかどうか確認する。

・ 資料の見方を提示する。

意見を全体で討議させ,新しい考えを出さ

せる。

0結論をみちぴき出させる。

|

設置の理由を考えてみ

回
。教師の発間にもとづぃて予想を立てる。

匝 |

。たくさん立てた予想の中から仮説を1つ に
じ′まる。

1資料集め
|

・ 教科書 P80～ 8

0パ ズをしてみる。

回
。新 しい考えを出す。

国
・ 班でつき合わせ結論 をみちびき出す。

回 |°
番]:ili::];i]:::::i:::i:::::::]己

1:虜寛

資料 を見る。

確
認
段
階

。本時の学習内容 をまとめる。

。学 習内容の定着化をはかる。

・ 次時の予告

0カ ードをつき合わせパズし確認する。

・ 自己評価をする。

・ 次時は農民のくらしを具体的に学習します。
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3年 数学科 (代数 )

単元  「 実 数 」

だ、の

単 目

元標

有理数の集合 と整数の集

合.分数の集合の関係は

どうなっているか。

(本時 )

・ 有理数の分類を しよう。

・ 有理数は一般的にどう表わさ

れるだろうか。

0分数を小数で表わ してみよう。

・ 有限小数:循環小数を分数で

表わ してみ よう。

か数 と小数の関係を調べ

よう。

中  心  課  題 課 題 解 決 の 手 が か り

√ などの平方根表は有 ・ガπ戸を有理学と仮定すると
有理数だろうか。

どんな結論になるだろう。

無理数とはどんな数か定

義 しよう。

0有理数でない数 とは どんな数

のことだろうか。
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数 学 科 学習指 導案

授業者 井 原 多 澄

1。 日  時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2。 学   年‐ 3年 A組  男子 17名   女子 18名   (計 35名 )

3。 単   元  実 数

4。  目    標

0有 理数の集合 と整数の集合,か数の集合 との関係をまとめる。

・ 分数を小数で表わすと,有限小数か循環小数の どちらかになる,逆に どんな有限

小数も循環小数 もか数で表わすことができることを理解する。

o 2 などの平方根数は有理数でないことを理解する。

・ 無理数 とは無限非循環小数でぁることを知り,平方根数は無理数 の一部分である

ことを推定する●

5,指 導 計 画      1   :

(⇒ 有 理 数         2時 間 (本時はその第1時限 )'

② 無 理 数         2時 間

(0練 習問題        1時 FEl

6。 本時の目標

数の拡張精ネ申を考え有理数を分類し 有理数が一般的に,■ (mは整数 nは正
n

の整数 )と 表わされることを理解する。
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7。 学習過程

教 帥 の 活 動 1生 徒 の 活 動

0プ リン ト配布

1今までに1学
習|た数をすべてぁげ

準

備

段

階

′心

階

○有理数について学習することを知らせる。

O数の拡張精神を考えさせる

●数の自閉性

0整数の離散性,有理数の続密性

(一斉 , OHP)

!数 はァ般的にはどのように表ラ

m
ー (mは整魏 nは正

`n

てみ ょぅ

(1)個人でプリン トに記入する。

②班 ごとにまとめる。

③発表する。

14に れ らの数の意味がすべて理解できて
いるか話 し合 ,。

|~

○,本時のまとめをする。

○次時の予告をする。

確
認
段
階

○有理数は■と表わされたことを確認する。
n

O次時はか数 と′卜数の関係について考える

ことを知る。
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3年  技 術 科 題 一 覧 表

「 機械 と生括 J

―
「
―

中  ′心

単 元

課  題

デイーゼル機関はガソリン

ン機関 と比較 してどのよう

な構造のちがぃがあるか。

課 題 解 決 の 手 が かり

う

J

,内燃機関を備えた機械には どの

ようなものがあるか。

・ 内燃機関の諸元表の見方を調べ

よう。

内燃機関を備えた機械を選

ぶ とき, どのような観点か

ら選ぶべきか。

・ 小型船舶にデイニゼル機関の特
|

ifど

のように生かされている

機械の活用が産業や生活を

どのように変えているだろ

うか。

0手道具の使用から機械の利用へ

とどのように進歩 してきたかを

調べてみ よぅ。

・ 最近の機械の進歩 とその利用の

状態を考えてみ ょう。

-33-
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。



技術 科学 習指 導案

授業者 松 尾   誠

1.日   時  昭和 47年 8、月 2日 (水 )

2。 学   年  3年 B組  男子 17名

3。 単   元  機械 と生活

4。 目   標  内燃機関を中心 とした機械技術 の進歩のあとをふ りかぇり,その進歩を促 した原動

力は何か,機械が人間生活の中でどんな役害」を果 してきたか,そ して将来はどうか

などにつ幹て考えさせる。

5。 指 導 計 画

デイーゼル機関のあらまし。・・…・・・………………・・・…・・・………… 2・

デイーゼル機関 と小型船舶………………………1.………………。1(本時 )

内燃機関を備えた機械の選び方………………………・…………¨1

機械と生活の関係…………………………………………………… 1

6.本時の目標

デイーゼ/L・ 機関が小型船舶 (漁船,農船 )に使用されてぃる理由を考えさせること

によってデイーゼル機関の特徴をつかませる。
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7.学 習遇程

動活の鸞教 動活の徒生

準

備

段

階

・ 生徒の家にある漁船.農船の原動機はど,
い ,歴史をたどってきたか,ま た現在はど
のようなエンジンが使用されているかにつ
いて発表させる。

●デイーゼル機関はどのような機関であった

か発表させる。

・ 小型船舶の原動機が入力.石油機関.デイ

ーゼル機関と変 ってきたこと,及び現在は

デイーゼル機関が主であることを知る。

・ 燃料系統.点火方式等について発表する。

中

ノが

段

階

|_l::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::i::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

ゼル機関が用いられるょぅになったか。

~|

どのような観点で課題を究明してゆけばよ

いのかをつかませる。

エンジンの重量b水に対する性質,振動の

影観,燃料費等の観点から予想を立てさせ

る。

・ 小型船舶にガソリン機関を使用するとどう

いう不便が生 じるかとい う面からも考えさ

せる。

oデイーゼル機関の欠点 としてはどのような

ことがあるか とぃうことについてもまとめ

てみさせ る。

(課題の分析・ 把握 )

●デイーゼル機関の特徴れ だヽ型船舶にどの

ように生かされているのかをつかめばよい

ことを知る。

(予想 )

・ 課題に対する予想をいろいろ立ててみる。

(資料集め )

●デイーゼル機関の機構上のあらましを思い

出す。

・ 教科書を調べてみる。

・ パズする。

(整理 )

・ 資料に基づき予想を手ェックしてみる。

(麗覇命)

・ 出力は大 きく,重量は重いため船の安定性

はよくなり,電火点火でないため少々の水

にふれても漏電の心配はない。

ままた燃料も重油で安いことを知る。

確

認

段

階

[デ
イーゼル機関の彎徴をまとめ了みよ

・ 本時のねらいがどの程度つかめているかの

即時評価と して受けとめさせる。

・ 次時の予告

・ 隣接パズでお互いに説明し合 ,。

・ 次時には どのようなことを学習するかをつ

かむ。
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正

し

い

ハ
ー

ド

リ

ン
グ

と

リ

ズ

ミ

カ

ル

に

ハ
ー

ド

ル
間

を

三

歩

で
走

る

。

3年  体育科    課 題 一 覧  表

単元  「陸上競技 (障害走 )J

中 心 課 題

正規に近いハー ドルFEDを

三歩で走る。

正 しいハー ドリングを身

につける。

課 題 解 決 の 手 が か り

・ 補強運 動は どん な ものをすれば よ

いか。

・ 正 しいハー ドリングは どうであっ

た か 。

●ハー ドル間を三歩で走る為にはど
んな点に注意をすればよぃか。

・ 振 わ上げ足.抜き足はどのように

もってゆけばよぃか。

・ 踏み切わと着地の関係はどうか。
●ハー ドルを低 《越すにはどうすれ

ば よいか。

・ スピー ドをつけるにはどんな点に

注意すればよぃか。

●ハー ドル間の走法

●タイムレース

-36Ⅲ…

●ハー ドル間を三歩で走る為にはス

ピー ドが必要である。
ハー ドル間を三歩で走る

(本 時 )



保健体 育科学 習指 導案

授業者 道 法 幸 恵

1。 日   時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2。 学   年  3年 B組女子     18名

3.単   元  陸上競技 (障害走 )

4。 目  標

5.指 導 計 画

6.本時の目標

C正 しいハー ドリングを身につけ,ハー ドル間を三歩で走れるようになる。

0自 己の台ヒカを知》, 日標をもって互いに協力して練習を行なη 用具の安全な使

い九p自 他の健康.安全に留意 して運動することができる。

二年生の復習……………………… 1時間

ハー ドリング……………………… 1時間

インターパル……………………… 1時間 (本時 )

評価。反省………………………… 1時間

インターパルを3歩で走れるょぅになる。
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7。 学習過程

教 師 の 活 動 生 徒 の 活 動

準
備
段
階

人員の確認。倖康観察を行 う

本時の説明をする

集合 あいさつ

1磐 関節の柔竪豊を高ゃよう

0自 主的.協力的.効果的に行なわせる 準備運動をする

|

「

コ
インターパルを三歩で走る為にはどんな点 | 。前時の評価表を参考にする。

に注意をすれlifよ いか。 ・ スピードが必要でぁる。

スピードをつけるには, どんな点に注意す

れば よぃか。

●インターパルを 3歩のリズムで走るため,

インターパルの距離は能力により調節する。

全力疾走に入るのはどの辺か。

練習バス (二人一組 )

・ 適宣ハー ドルの台数を増 していく

0各班で整理運動を行 う。筋肉を柔ら鳴 呼吸を整えさせる。

インターパルを 3歩
下

走れた
奮
。
 |

・ 反省会を行 う

本時の態度.技能について

o次時の予告

・ 責任をもたせ,

せ る。

協力 して後片づけをさ あいさつ 解散

当番が後片づけをする。

ルを3歩で走 ろう

中

ノ
1_」ト

段

階

確

認

段

階

―-38-



3年 国語 科 課 題 一 覧 表

単 元  「 日本 語 の特 色 」

中 心 課 題

-39-

課 課 題 解 決 の 手 が か わ

前 後 の 文 章 か ら考 え て み

よ り。

辞 書 を利 用 し よ う。

・ ― 行 あ い て い る所 で 区 切

っ て み よ ぅ。

・ 全 部 で 7段 落 あ け ます 。

0筆 者 は どの よ うな 方 法 を

用 い て どん な 事項 に つ い

て述 べ て い る の で す か 。

・ 文 章 の最 初 の ほ うを読 ん

で み よ り。

日本 語 の どん な 事 項 を取 り

わ めげ て い ま す か 。

日本 語 の 構 造・ 敬 語 o単

語・ 文 字 とそ の使 い 方・

音 声 に つ い て どん な特 色

や 問 題 点 を あげ て い ま す

"ヽ

。

0例 示 の 部 分 を抜 き だ

み よ う。

し て

・ 日本 語 と英 語 の 相 違 点 は

どん な 点 で す か。

●日本語の特色と問題点について

書いてある段落をあげなさい。

・ P170.8行に「以上の日本語

のおもな特色と思われる点をな

がめてきた。Jと めります力ヽ

どこからどこまでのことですか。

/1ヽ の

単目

元標

日 ま

本 た

語 こ

に の

は 文

ど章

ん の

な 構

特 成

色 は

や ど

問 9

題 な

点 っ

が て

あ い

わ ま

ま す

す か

"ヽ

 °

解 らない読み .

をなくそ う。

段落に分けてみ よう。

日本語には, どんな

特色や問題点があり

ますか

(本時 )

文章の組み立て鳴

どうなっていますか。

著者はどんな観点で

述べていますか。



国語 科学習指 導案

授業者 橋 浜 正 人

l。 日   時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2.学   年  3年 C組  男子 17名  女子 17名    計 34名

3。 単   元  構成をつかむ。

4.目   標

筆者がどんなFn3題 を取 りぁげ, どのょぅに考ぇを進めているか,特に文章の組み

立てに注意 して,説明や主張を読み取る。

5。 指 導 計 画

e日 本語の特色

・ 同義語 e対義語

・ けんか

6時間 (本時 3時限目 )

1時間

5時間

6.本時の目標

0指示語.接続語に注意し 説明と例示を区別しながら日本語の構造上の特色と

Fns題点を正確にとらえる。

0比較 してものを見る態度を養う。
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1教 師 の 活 動

7.学習過程

・ 筆者はどんな方法で日本語の特色を述べよ

うとしているか。

0読解上必要な指示語・ 接続語については,

前もって知 らせてお 《。

0指名じ発表させる。

・ 筆者はどの ような例を使 っているか。

英語と日本語を並べて書いてみ ょう。

0何か違 うところはないか。

・ 机間巡視

この段落の構成は, どうなってますか。

「 まずJ「次にJ「次にまた」の文章の運

びに領づかせる。

生   徒

・ 前時の復習

・ 個人で音読する。

0指示語.接続語について考える。

。例示部分を抜き出し,英語と日本語の相

違点と問題点を考える。

個人思考

全 体

・ プリン トの問題に取 り組 tF。

動活

準
備
段
階

中

|1 日本語の構造にはどのような特色がありますか。またその特色に対 してどのよ

′か
問題点がありますか。

段

階

確

認

段

o次時の予告

階

指示語.接続語.例示の部分に気をつけながら日本語の構造について書かれている段

落を読んでみょぅ。
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3年 社 会科 (公 民 )課 題 一 覧 表

単元  「労働問題と社会保障」

中 ノ心 課 題

労働問題の

意義 と問題

点,及び社

会保障の意

義 とわが国

におけるそ

の制度 と問

題点を明 ら

かにする。

労働問題 とはどんなこと

をいうのか。

なぜ起るのか。

(本時 )

課題解夕t(D手カミカヽわ

労働者は資本家にどんな要求

をもっているか。

資本家は労働者をどのように

働 らかせたいと考えるか。

なぜ労働者は弱いか。

労働者運動をする上で最 も重

要な権利は何か。

これらの権利は憲法 と労働組

合法でどのよつに保障されて

いるか。これ らの権禾」を確立

した最大の力は何だったか。

生活に苦 しむ国民は, どんな

原因でできるのだろうか。

国家は,その責任を果すため

に, どんな告U度 を定めている

か。

労働者は合本家に対 して

どんな闘いをしてきたの

力、 まとめなさい。

労働者は何によって守 ら

れているか,その内容を

調べなさい。

社会 保障 とはどぅぃうこ

とか。

どんな制度が定め られて

いるか調べなさい。

-42-

憲法 25条b 27条 を考え,

どんな法律ができてぃるか,

その内容を調べ よ。

小単元

目 標



社 会科学 習指 導案
ヽ

授業者 望 月 民 雄

1.日   時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2.学   年  3年 D組   男子 16名,女子 17名  (合計 33名 )

3。 単   元  労働問題と社会保障

4。 目   標  労働問題と労働組合の意義 と問題点及び社会保障の意義とわが国におけるその制

度 と問題点を明 らかにする。

5.指 導 計 画

労働問題……………………………………………… 1……… (本時 )

労働組合………………………………
0……………・・1

労働者の保護………………………………………… 1

社会保障・・・…………………………………………… 1

単元のまとめと評価………………………………… 1

6.本時の目標

労働問題と鳴 何であるかを,労資の利害の対立面から明らかにする。
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7.学 習過程

動活徒教

準

備

段

階

資本主義の生産の特色について4つ位にまとめなさい。 |

―― 一一―・ プリン トにまとめるσ _____

資本家 (使用者 )と 労働者  |

資本家 と労働者 との関係を明らかに し議

「資本家は,労働者をどのように働かせた

いと考えるのだろう,又それはなぜか。」

「労働者銭 資本家にどんな要求をもって

いるのだろうか。J

・ 購 働者と資本家とではどちらが強いか,

またそれはなぜか。」

)

・ 個人で考える

・ 個人で調べる

・ 班で話 し合 ,

o個人でもう一度考える

C班単位で発表

一
　

確

認

段

階

・ 発間 を加えながら,ま とめる。

労働者の団結

-44-

労働条件の改善,向上のために最も重要なことは何んだろうか。



2 座 席

研 究学級  学習指 導案 資料

-4-

1 生 徒の姿

氏  名
心 身 の 状 態

学習上の問題点 生活上の問題点 家族 との同居
工豊,k・ 1091身体その他

1男 K 67
0情緒不安

定

0数の計算は指を使

用

・ ひらがなの約半数

を読む

・ 道具などの後 しま

つが出来がたぃ

・ 集中力が乏 しい

| 

・
裂唇は出漁

|・
学寮生活

|

1女 M 64
・ 感情的で

ある

・ ひ らがなが読める

・ 感情により学習力

が左右される。

・ 継続力が乏しい。

・ 買物での卦つ´計

算難

・ 感情に走 わやすい

1女 S 90

・ 右足大腿

部の筋肉

痛

やや短小

0-定の枠内で考え

る傾向

。物事を即断 しがち

で他人の行動に

かい しカミち。

・ 同居

父船員で不

在

o3男 Kの妹

3男 K 60

0言語 ・ 単語を主 とし′た発

言で発表に困難

・ 文字を伴 う習は見

通 しが困難

。自己主張するよう

になったハ 教師

以外の発言 に耳を

かさない

・ 就職の見通 しが困

難

e同居

父船員で不

在

01女 Sの兄

3女 A 62

・ てんかん

・ 先天性背

骨のわい

曲

側に くっついてぃ

なければ学習が中

断 しがち

・ 清潔さを保つのに

やや難

・ 粗野な面がある

・ 就職の見通 しが困

難

・ 別居

(父亡 )

0学 寮生活

1男 K 1 3男 K

|



理
科

算
数
　
略

社

会

(省

―
国
語

3。 課題一覧表

単元   作業単元

中ノ心目標

作業単元

「 暑中見舞を印Ellす る」

|

1印

|]

-46-

Ｆ

印
刷

「

生
活

タ
イ
プ

作
業

（本
時
）

剰

型

じ
ぶ
ん
の
気
持
ち
を
よ
く
表
わ
し
て
い
ま
す
か
ｏ

す―
―
―
―
話
し
合
つた
通
り
に
で
き
て
い
ま
す
か
ｏ

∴
圏

自

――

甲

∴

誕

焼なＦ““奨
聾

憚
ぃ景

圏日日囚目目躙目園日因軍‐‐‐‐田
へ早枢喘つ字後は“劫凛後晴ぇょぅ

目

日

目

■

漢
字
と
か
な
に
わ
け
て
み
よ
う

み
ん
な
で
手
わ
け
を
し
て
み
よ
う

も
っ
け
仕
事
を
す
る
に
は
だ
ん
基
露
考
昼
た
ら
よ
い
か

発

問

1。 自己表現と自己統制をめざす子
2.生活力を求める子

印
刷
の
計
画
を
た
て
る

目

標

ん

の

身体的な活動を通 して個人の取 》くみ

^自己と集団に寄与する態度を学ぶ



研究学級  作業単元 印刷学 習指 導案

授業者 林   義 浩

1。 日  時  昭和 47年 8月 2日 (水 )

2.学    年  研究学級 (1年 男 1名  女 2名  3年 男 1名 女 1名 )5名

3.単   元  作業単元「 暑中見舞の印刷J

4.目   標

(中心目標 )

①自己表現と自己統制をめざす子

②生活力を求める子

(7月 の目標 )

①自分の考えていることは積極的に発表する。そして, 自分のやってぃるこ

とが他人のためにもなるよう努力する。

②毎日他人と仲良く生活できるように頑張る。失敗した時は次にどうすれば

よいか一生懸命考える。

5.指 導 計画

○印刷の計画 をたてる………………………………… 1時間

○活字さが しの表つ くり……・・・……………………… 1時間

○活字さがしと活字の並べかえ……………………… 3時間

○活字 をくむ…………………………………………… 2時間

○印Ell…………………………………………………… 1時間

○自分のハ ガキを完成させる…・・・…………………… 1時間 (本時 )

○反   省・・・………………………………………… 1時間

6.本時の目標

暑中見舞をかき,自 分の伍持 ちが足わないものを絵であらわす。

― ξ ―



7.学 習遇程

1.本時のあらましを話し 理解を求める。

2.材料を確かめさせる。

3。 生徒各自の準備を個々に確認し

てまわる。

0本時の活動のあらま しを知る。

1男 K  材料を確めることができる。

1女 M  材料 を確め活動のおよそを知る。

1女 S  みんなに説明できる。

動活徒生

も

う。な材料を確める。 9-度数えてもら

3女 A  質問ができる。

4.課題を提示 魏 その意図を説明 ・ どうして絵をか くか, その意味を考える。
する。

ハガキを出す相手をき

めさせる。

どんな絵 をかぃたらょぃか

自分で考え下絵 を別紙にか

かせる ― できれば発表

させる。

ハガキに絵を書き先

生や友人に自分の見

舞の伝持ちを表わす。

7.下絵を点検する。

8.ハ ガキにかかせいる。

モデルをさが してかける。

着想 した絵をかき上げる。

自分の思いを表わす。

絵の形にあらわせる。

自分の空想を紙にか く。

9.表書きを指導する

・ 正確さ

・ 誤字 のなぃこと

・ ていねいに

ハ ガキの表書

きを書 《。

教えてもらいなが場

所書きをか く。

ていねいにかける。

自分で書 く。

教えてもらってか く。

3女 A  てぃねいにかける。

…48-



1■。必 修 ク ラ ブ指 導 案

バレーボール (男子 )ク ラブ活動計画

時 刻

活 動 年 月 日 昭 和 47年 8月 3日 顧 問 教 師 清   田

部 長 名

oリ ーダーを中心に, グループ内で互いに協力しあい,チ ームワー ク

活 動 目 標 を育て, 自治的活動を通して自主性を養う。

0健康と安全に留意しながら,レ シープの基礎技能を習得する。

リ ー ダ ー の の 留 意

5分

5分

5分

5分

20分

■0分

集合 ,あい さつ

出席 の確認

準備運 動 (班毎 )

パ ス (二A―組 )

oオニジ単ジ ンヽドバス

。アンダ■ハンル スヾ

5 本時の目標,活動

内容の確認
0バズ (どんなことこ

注意すればよいか )

6 練 習 (班毎 )

。対人レシー プ

・二人一組

・三人一組

oシ ー ドレシー ブ

五人一組
。話し合い (班毎に)

7集  合

0全体での反省

(班 ノー ト記入 )

。次時の予定

8あ い さ つ

0整列と号令 (部長 )

o出席簿への記入 (副部長 )

。班長が号令,指示

0班 員へ目標,活動内容を徹底

させる。 (班長 )

oバズの司会

0両手で,体の正面で レシー プ

しているか どうか

0司会 (班長 )

。一人一人が気楽に発言できる

ようにする

。司 会 (部 長 )

。号 令 (部 長 )

―-49-―

0欠席者,見学者の確認
(理 由の確認 )

。全身の運動に加えて,特に手首

足首及び指をよくはぐしておく

。パスの基本姿勢

手や腕だけのパスにならないよ

うに全身のバネを利用
0相手のわるい所を指摘し合う。

0個人差を考慮に入れて, 自分な

りの技能到達目標をもつ。

0課外でのパレーボールクラプの

生徒を通して,技術面のアルヾ

0各 自の技能に似合 った程度のレ

シー プになるように互いに協力

し合 う
。積極的な話し合いの参加
。相手の悪い所ばか りでなく良い

所も指摘するように。
C一人が必ず何か二言は発計 る

こと。

0楽 しく活動できたか

つ自分なりに満足できる活動であ

ったか。

。技術面,態度面での全体的な注

為 気付き

0当番になっている班で責性をも

ってかたづける。

9後 始 末

合 計 20名



バレーボール (女子 )ク ラブ活動計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 8日 顧 間 教 師 道 法 幸 恵

部 長 名 西  明  恵 美 子 部 員 数
男子 1  0名

合 計 22名
女子 1 22名

活 動 目標
。みんなが楽しくできるようなレシープの仕方で練習する。
0みんなが協力する。

時刻 1  活  動  内  容 リー ダー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

1確かめ る。
|
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庭 球 (男子 )ク ラ ブ活 動 計 画

活動年月日 Wfa*t4s,EBE6 顧間教師名 1  松  尾     誠

部 長 名 閑 治 谷  恭  司 部 員 数 1男 子   17名

活 動 目標 (態度)部 長の指示によって節慶のある中学生らしい練習をする。

(技能 )フ ラツトサービスの要領をつかむ。

時間 活 動 内 容 リー ダー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

■ 5

24

ン ニ

備

振

本 時 の 課 題

「 フラツトサービスJ

備準

集

　

ラ

準

　

素

合

　

グン

操

　

り

体

会

め

省反

。部長 各係に指示

(ボ ール係,ネ ツト係, ライ

ン係,出欠係 )

。部長の号令により二列縦隊

。
「 出発」の号令でスタートさせ

る。

。号令を全 員でかけさせる。

0フ オームの悪い者を指導する

。フラツトサービスの意味,や
り方について,パズさせる。

。各段階における正しい姿勢と

技法を指導する。

。二人組の隊形を指示

。共通の問題点 (ま ちがい )が

あったらバズさせる。

0班長が司会をし,き ょうの練

習の反省をさせる。

。反省日誌の記入

o部長の指示により三列横隊

0服装をきちんと整えて,運

動場へ出る。

0教師は列の後へつく。

O運動場を3周する。

●グループごとに輪にならせる

。各自 100回
形式白缶 情性的にならぬこと

。各段階の内容を考えながら,

スイングの練習をする。

0ト スがまっすぐ上がるように

何回もくり返して練習する。

。二人組をつくり, ストレー ト

でフラツトサービスの練習を

する。

つ両方のサービスコー トに入る

ように, 2球ずつ交互に練習

する。

。反省の観点は,技能面ばかり

でなく態度面も忘れぬように

きょうの気づきを教師がのベ

班の疑問点に答える。

-K'l-
t'r

ま



庭 球 (女子 )ク ラ ブ活 動 計 画

活 動 年 月 日 昭 和 47年 8月 3日 顧 問 教 師 底  押  正 司

立
ロ 数

1舞|.側
合計■7名

活 動 目 標

素  振  り

グラン ド・ス トロー ク

(バツタ主体 )

号   令

出欠を取る

本時の目標,活動内容の説明

部長の号令により,二列縦隊

各班の班長が指揮

悪い フオームがあれば指摘

班長は, フオームの基本を説明

する。

腰を下げているか

ラケツ ト面とボールは直角か

スタンスは良いか。

班長は問題が出ると,バ ズをし

て, 問題解決す る。

コー トを使 っていない班は,班

長の指示で素振り,バ ズ等の活

動をする。

各班で独自の体操をする。

班長は司会をして, まとめる

反省ノー トの記入

ボールの紛失はないか,確認

する。

号

―-52-―

用具の点検をする。

見学者の理由を確かめる。

形式的にならないようにする

一年生を中心にして活動する

基本に忠実であるか。

リーーダーは活動してい るか。

時間がくれば,途中でもすぐ

に終る。

バズは行なわれているか。

積極的に参加しているか。

みんな楽しく活動したか。

問題点をまとめ,次の活動の

家考にする。

。テニスの基礎であるグランドストローグを身につけることにより,興
味を倍加する.

リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点容

■0分

5分

25分

操

ン
　

体

ニン
　

備

■0分 整 理 体 操

合

会省

令

部  長  名 北  田  登 禾り美



卓 球 (男子 )ク ラ ブ活 動 計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 8日 顧 間 教 師 望 月 秀 晃

部 長 名 森  正  敏 部 員 数

男 子 30名
合 計 30名

女 子 0名

活 動 目標

0集団の規律を守り,楽 しく活動することを通してよりよい人間関係
を育てる。

0フ オア打ちのようりようをつかむ。

時 測 活 動 内 容 リー ダー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

5分

30分

5分

■0分

0用具の準備

0集合,あ いさつ

。出席の確認

。全体目標の確認

。準備運動

(素振 り, フツトワータ )

。活動内容の確認

。各班で話 し合う

(シヨートノヨ )

0班ごとに別れて活動する

・三つ の班, サー プ,フォア

打ち の練習

・三つ の班・柔軟運動

0班ごとの話 し合 い

(シ ヨートバズ )

0班ごとに別れて活動する。

・活動を入れかわる

o後始末

反省会 (ロ ングバズ )

・各班ごとに本時の反省

(班 ノーートに言己入 )

o全体で反省

。次時の予定

0部長の号令・目もく 。あい
.

さつ・, I・ 11'11二ヽこ|′

り出席を調べる。

部長指示

班長の指魂 班ごとの準備勘

0班長,活動内容・目標を懸

する。

O部長指示

(■ ～ 3班は台で練習,4～ 6

班はそれぞれ柔軟運動をⅨ

下さい )

。班長,活動を簡単に反亀 今

後の活動の打ち合わせを指

示する。

ウ部長指示

。部長 用具の整理を指示%

0部長指示

(各班円をつくり反省させ∂

0班長 問題点等を発表する。

0部長 次時の予定を伝け る

つ姿勢を正して,日もくするよ

うにする.

0欠席者,見学者の理由を確か

める。

0元気に活動するよう指示%

0活動の目標を持たせる。

0楽 しく活動させる。

0問題点を素直に出させる。

つ責睡を持って作業にあたるよ

うにする。

。進歩の状態,問題点を自由な

気持ちで話し合わせる。

。次時の予定を全員が確認する
ようにする。

-5 8-



卓 球 (女子 )ク ラ ブ活 動 計 画

活動年月日 昭 和47年 8月 3日 顧 間 教 師 鎗 野  健 次 郎

部 長 名 西  中  美  順 部 員 数
男 子 0名

合 計 26名
女 子 26 名

活 動 目標
0楽 し く活動し ,ょ りよい人間関係の育成と集団の向上をはかろう。

。フォア打ちの要領をつかもう。

1塑 内動活 容 リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

・０　年　　　一　　‐‐‐日日日日日日ｍ日‐八‐円日日日日日「‐‐‐‐‐‐‐‐‐―轟―――‐・ｏ‐「
△‐句‐‐‐―

集合 ・あいさつ

(班ごとに整殉

出席の確認

用具の点検

班ごとにEllれ て

準備運動  素振り

部長が指示・号令する。

(冥 目 。気をつけ・礼)

部長が出欠席を調べる。

部長が指示する。

班長が号令する。

0敏速に行動しているか

・ 欠席者・見学者がいれば理

由を確かめる。

・ 元気に活動しているか。

(班 ごとに整列)

・ 全体で本時の活動内容を確

認する。

・ 班ごとに別れて活動内容を

検討し ,班・個人 の目標を

たてる。 (バズ)

・ 班ごとに別れて活動する。

(3つ の班がナープ・フォア

打 ちの練習3

2つ の班が柔軟運動)  |

。部長が号令する。

。部長が指示・伝達する。

・ 班長が司会す る。

0班長が指示・号令する。

部長が指示する。

班長が指示し ,ま た司会す

る。

班長が指示号今きる志.

必要に応じて補足説明する。

集団として個人としての活

動の目あてを持たせる。

全員が楽しく活動に参加し

ているか。

上 級生の下級生指導に目を

向ける。

不安・悩みなど問題点を自 |

o後始末

・ 班ごとに31jれて整理運動

●反省会 班ごとに反省会

(班ノー トに記対
~

0全体反省会

・ 次時の予告

・ 部長・班長が指示する。

・ 班長が指示 0号令する。

。班長が司会する。

・ 部長が司会す る。

・ 部長が伝達する。

・ 責任 もつて ,各班で作業に

あたるようにする。

・ 敏速に行動しているか。

・ 各人の活動に対する課題を

解決しているか。

・ 仲間意識がつ くられ― か

-5 4-



剣 道 ク ラ ブ 活 動 計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 3日 顧 間 教 師 田 中 俊 治

部 長 名 八 重 垣  協 次 部 員 数
男 子 22名

合 計 23名
女 子 l名

活 動 目標

・連続して打つことができるようになる。

・ 2人組の話し合いにより出来ないとこ悪いとこを協力して解決する

時刻 活 内動 容 リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

集合あいさつ

出席の確認

活動について確認

基本練習

素 振

面/Jヽ 寺調同(2)

。部長は集合の合図をかける。

(正 座・めいもく。あいさつ)

。部長が出席を調べる。

・ 部長の指示で竹刃を点け る

・ 今 日はかかりげいこを行な

うことを連絡する。

・ 素振を指示する。

(全員でかけ声をかけながら

行な う。)

・ 防具をつけて各班で面小手

胴 ,打ちを1人 5回づつ行

ない口→トツヨンするよう

指示する。

正座の姿勢・防具のつけ方

を正しく行なう。

大 きな声で「 はいJと いえ

るように気をつける。

安全性を確かめる。

・ 全員でかけ声をかけながら

正確に打つ。

0-足一刃の間合から打ちこ

む。

20

・ かかりげいこ 。集合の合図をかけ実技を入

れて説明する。

各班長を中心に

。各班でローテーンヨンしな

がら練習をする。

(1人 3分間パズを取り入れ

ながら行なう)

・ ゆつ くり行な りようにさせ

る。

2人組の話し合いを大切に

する。

振

省 (カ

後始末

反 、省 (全わ

次回の予告

素

反

0練習終 りを指示する。

。部長の合図ではじめる。

・ 班長が反省会の司会をして

今日の反省会

e班長は防具をかたづけるよ

う指示する。
0部長の司会で各班の発表を

させ ,ま とめる。

・ 班長が連絡する。

面のはず し方またはお き方

を正 しく行なう。

・ 具体的な反省となるように

する。

・ 防具のかたづけは各班で責

任を持つて行なつ。
0発表は大きい声でするよう

にしたい。
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ソ フ トボ ー ル ク ラ ブ 活 動 計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 3日 顧 問 教 師 井 原 多 澄

部 長 名 高  橋  真 由子 部 員 数
男 子 名

合 計 24名
女 子 24名

活 動 目標

0グループ活動により,基本練習のまとめを行なう。

。一学期の反省を行ない,ェ学期からの活動に役立てる。

時刻 活 動 内 容 リー ダー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

■0分

準 備 04班 (当 番 )

5分

集 合 。号   令

。出欠調べ

0本時の活動の確認と指示

25分

基 本 練 習

・ トスバッティング

・ ノ ツ ク

0班長を中心に練習 0班ごとの練習計画に基づき

行なう。

0行動はかけ足で敏速に行なう

匡5分

一 学 期 の 反 省

(⇒ 班ごとの反省

(2)全体反省

。班長 が 司会

。部長が司会

。良か った事を中心に,二学 :

期の抱負などを話し合う。

5分 本 時 の 反 省

班 日誌記入

集 合 。号 令

■0分 後 始 末

-56-―



体 操 ク ラ ブ 活 動 計 画

粉

４

２

■ 集合,あいさつ

2 出席の確認

3 本時の活動内容の

確認

4 準備運動 柔軟運動

5集  合

前転→  後転→

開脚前転・後転→

伸膝前転・後転→

倒立前転―後 転随

6集  合

本時の活動目標の

確認

練  習

↓

話し合い

↓

練  習

7自 由 練 習

集  合

グルー プ別反省

全体の反省

次時の予定

あいさつ

元気よくあいさつする。

欠席者・見学者の理由を確かめる。

本時の活動の目安を持っているか

班ごとに協力してやる。

順序よくやる

煎の者が三度やつてから,次の

者が行なう。

他のクラプの活動に気をとられ

ない。

教師も生徒と一緒に活動する。

「 後転跳び」の方法 留意点を明

確にする。

できるだけ安全な方法で練習する

(バ ズ )

練習方法に倉J意・工夫をさせる

むやみに実力以上の運動をやらな

いようにする。

全員が楽しくできるよう配慮する

(バズ )

気軽に全 員が言える雰囲気をつ

くる。

他の班の反省に耳を傾け, タラ

員としての連帯意識をもつ。

昭和 47年 8月 3日  1顧 間 教 師 1  土  井  慶  嗣

合 計 120名

0「後転跳びJの理論を学び, 自主的に練習する。

0ク ラプ員の「協力Jに より,秩序ある活動を行なう。

リー ダ ー の 活 動   1 活 動 上 の 留 意 点時刻 1 活  動  内  容

クラブ員を集合 させ, 号令を力ヾ泌

点呼をとる

活動内容を発表する。

班長が指示す る

次種目の指示

不完全な所の指示と矯正

班長は種 目により補助する。

活動目標を発表し,活動の手順を

指示する。

班長は疑間点について,話 し合い

活動のリーダー・シップをとる。

率先して,秩序ある練習をする

班長は司会をする

司会をし,反省のまとめをする。

-57-

活動年月日

部 長 名 北 倉 光 行 部 員 数
男 子 20名

女 子 0名

活 動 目標



美 ク ラ ブ 活 動 計 画

部長は前に出る

班長はめい目の徹底をさせる。

副部長は号令をかける。

司会 (部長 )

班 員に活動内容を確認させる

(班長 )

全員が活動に参加するよう気を付

ける。

仕事にまとまりがあるようにする

低学年の班 員に指導する。

なまけないように指導,班長 自ら

積極的になる。

班 員の活動を確認し,雑な活動に

ならないようにする。

班でバ ラバラの活動にならないよ

う注意

反省の司会 (班長 )

全 員がバズに参加するようにさせ

る。

部長の司会,班長が発表する。

当番を決めて活動させる。

めい目, きをつけ,ネしの指示

めい目を徹底させる (班長 )

-5 8-

静かな気持ちで活動にとりかか

れるようにする。

はっきりとした活動内容を発表

させる。

技術的な面で問題のある点を班

別指導

仕事に全員が参加しているよう

に の

作品を完成させること。

はっきりとした目標を持って活

動する。

製作に見通しをたてて活動する。

作品を完成する気持ちで活動す

る。

いいかげんな書き方にな らない

ように指導。

来週の活動♭準備物をはっきり

させる。

はっきりとした声で発表する。

具体的に反省を述べる。

早く片付ける。

術

35分

分

　

分

活動年月日 昭和 会7年 8月 3日 顧 問 教 師 士
ロ 相 治

部 長 名 炭 木 明 子 部 員 数

男 子 29 名
合 計 34名

女子 5名

活 動 目標
班 活 動 を全 員が 協 力 して 行 な う

今 日で 作 品が 完 成す る よう頑 張 る

ソー 三 Tの 活 動   1 活 動 上 σT雪

0集合  挨拶

今日の活動について各班

より発表

目

ｏ
　
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
／
１
１
１
１
１
１
１
１
　
反

来

標

0反省を発表する。

0後片付け

。終りの挨拶



新 聞 ク ラ ブ 活 動 計 画

リー ダ ー の 活 動

o号令「めいもく,気をつけ,礼」

。出席をとる。

0本時の活動内容の説明

◎ 校内新聞 2号作製の時の反省

|:屈曾兄I磯璽i[lFと
り
1ん

だか。

l。
他の人に援助してもらったか。

10グルー プ内の協力はよくできたか。

個人で考える

↓
グル‐―プでバズ

↓

全体へ発表

↓

全体の話し合い

↓

今後どのようにすればよいか

◎ 校内新聞第 2号の批評

第■号とくらべて

o倉J意工夫したところは

0ど ういう点に苦労したか

・ 新聞全体の感想

個人で考える

今後どのようにすればよいか

◎ 今日の活動のまとめ

0反省ノー トの記入を指示する。

。発表してもらう。

O号令「めいもく,気をつけ,ネ L」

-59……

活動上の留意点

。反省,批評会であ

るから,みんな冷

静にかつ厳格なも

のにする。

oプ リントを用意す

0。

メモしながら反省

する。

プリン トを用意す

る。

メモしながら批評

す る。

昭和 47年 8月 3日

益  田 久 美 子  1部 員 数 合 計 |■ 8名

。校内新聞第 2号作製の時 みんな協力できたか反省し,人間関係の

向上をはかる。
o校内新聞第 2号を批評し,創意工夫の大切さを知る。

0新聞作製の時みん

な協力できたか反

省す る。

。校内新聞第2号を

批評する。

活動年月日 顧 問 教 師 槙     勝  博

部 長 名

男 子 5名

女 子 ■3名

活 動 目標



E S S(英会話 )活 動 計 画

21101個 人 練 習

あ い さ つ

教師の読み方 (ア ク

セン ト・ イントネー

シヨン等 )の指導

一  斉 練 習

相 互 練 習

練 習 終 了

テ ス ト と 録 音

再 生 と 批 評

活 動 上 の 留 意 点

出 欠 の 確 認

全 員真会祟こ練習にうち

こんでいるか。

人間関係はうまくい っ

ているか。

不安や悩みをかかえてし

る部 員はいないか。

リー ダーは充分その責

任を果しているか。

活動の雰囲気は楽しい

ものだろうか。

活動の仕方に,改善す
べき点はないか。

練

英 語

反

習

の 歌

省 会

し り とり遊 び

終 りの あい さっ

活動年月日 昭和47年 8月 3日 1肉 顧  問 荒  田  亮  達

部 長 名 小  林

賀 能 出

文

かず

洋

ち
部 員 数

男 子 2  名
合 計 28名

女 子 26 名

本時の目標

■ 道で外人に出会った時,どのように話すかを学ぶ

2 英語の歌が歌えるようになる。

―…60-―

時刻1  活 動 内 容 リー ダ ー の 活 動

「気をつけ, 礼 ノ J
「ただ今から,E・ S・ Sの活動を始めます。」

「 テキストの読み方を先生に教えていただきます
先生|おねがいします。」

「 先生,あ りがとうございました。」

「今度は, 自分で練習して下さい。J

「今度は,二人一組で練習して下さい。J

「では,練習を終って下さい。」

「今から何人かの人に,実際にやってもらいま妃

「なお,その様子を録音しますので,は っきり発
音して下さい。」

「では,E]さ んとE]さ ん,おねがいします。」

「録音したものを再生してみますので,ど こがよ
か ったか,あ るいは,ど こが悪かったかを各班

で話し合 ってもらいます∩ |

「それでは,各班で批評をまとめて発表して下さ
い。」

「では,今の批評をもとに,も う一度二人づつで
練習して下さい。J

「では, これで会話練習を終って,英語の歌を歌
ってもらいます。歌は～ です。」

2:40 「ただ今か ら, この時間の反省を行います。なお

同時に, このクラプの活動についての要望や意

見があったら,発表して下さい。 |

「もぅ少し時間がありますので,英語のしりとり
遊びをやってみたいと思います。が ,～さん

…最初0.二.とヤミを言って下.さい9… J.………………

「それでは, これで今日のE・ S・ Sの活動を終
ります。次の時間までに,会話をよく練習して
来て下さい。」

「 気をつけ, ネLノ J



書 道 ク ラ ブ活 動 計 画

昭和 47年 8月 3日  1顧 間 教 師

女子 1 2■ 名
合 計 122名

文字がどのように配列されたら,全体がよく整えられ,読みやすくな
るかを理解する。
(調和のとれた文字の書き方,配列のし方を理解する。 )

北 東 良 雄

時  刻 活 動 内 容 リー ダー の 活 動 活 動 上 の留 意点

0- 5分

5*1 06

■0～20分

20～ 3o分

31～ 45分

互  ネL

本時の活動目標の確認

基 礎 練 習

(運腕と運筆 )

第一 次 練 習

班内での話し合い

1 
相互批判

|

全体での話し合い

第 二 次 練 習

後 始 末

部長は号令をかけ,出席をと

る。

又本時の活動目標を部 員に

伝達する。

課 題 の 提 示

班長は,班員全員から意見を

きき, まとめ,全体の場へ出

部長は各班からの意見をまと

める

ず

隣同志交替で相手の運晦 運

筆を見守り注意しあう。

(姿勢・筆のおろし方 `墨

のふくませ方についても

注意する。 )

個人批:=を必ずおこな
・
う。

基礎が十分できていないので

意見があまり出ないことが予

想され るので,教師がいろい

ろの作品を準備,それを比較

る
。

り

　

　

　

和

せ
　
ば

さ

く

討

字
　
　
　
　
調

検
　
―
‐―
‐
ノ
ー
ー
ー
ー
ー

(篤
i認臭

|

きさ )  |、
イ

(中心をそろえ |

乙 墨色・大
|

/Jヽ )

用筆にあまりとらわれず,目

標達成へ重点をおく。

できれば応用練習もする。

筆のおさめ方に注意

―-6■――

活動年月日 大  成    治

部 長 名 部 員 数

男 子 ■名

活 動 目標



家 庭 科 ク ラ ブ 活 動 計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 3日 顧 問 教 師 藤 圏 鶴員 代

部 長 名 倉  百合 香 部 員 数
男 子 0  名

合 計 29名
女 子 29 名

活 動 目標

。班内で協力し合し、 楽しいふんいきで活動できる。

0安 全に注意して製作する。

時亥11活 動 内 容 リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

０

分

①  集合・あいさつ

② 出欠席の確認

③ 本時の活動目標

及び内容の確認

・ 欠席生徒の理由を確認する。

0各 自に本時の活動目標と内容を

は握させる。

ｒ

分
⑭ 実  習

。図案の下書きをも

とにししゆうをす

る。

。班長が中心になり,日標に到達

するよう班員をもりたてる。

。つまづきが生じた鴫 班全員に

なげかけて解決をする。

O製作中の楽しいふんいき作りに

努める。

フランスししゆうの完成作品や,

さし方図を参考にさせる。

0作品の製作に,根気よくはげま

させる。

O机間巡視しながら, グルー プか

らはずれた生徒はいないか注意

する。

０
分

⑤ 後か た づ け

⑥ 反  省

。班 別 反 省

。次 時 の 予 告

あ い さ つ⑦

班員が遠慮なく,意見の出しあ

えるふんい気にする。

。部長が「めい目,礼」をかける。

0針・糸くずの残り等,全 員が協

力してかたづけさせる。

……62……



科 学 ク ラ ブ 活 動 計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 3日 顧 問 教 師 寺 田 勝 彦

部 長 名 北 井 義 孝 部 員 数
男 子 ■9名

合 計 23名
女子 4名

活 動 目標
班 毎 による研究の中で,分担役割を決め,話 し合い,協力し合 って

実験,観察を行なう。

時亥1 活 動 内 容 リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

0集合・あいさつ 号令をかける。
摯ではクラプを始めます。

・めいもく,気をつけ,ネ L

0道具・器具が完全にそろっているか

破損はないかを点検する。

30

活動内容の紹介 。では今日の班毎の活動内容を言

ってもらいます。

0班内で少し話し合 ってください

0では今日の活動内容を言ってく

ださい。

o班長 活動内容を簡単に説明

班員がすべて話し合いに参加してい

るかを注意する。

実験 。観察班     班 員

花  粉 ……… ……… 4 人

動物の生態 ………………"3 人

溶液と結晶 ……………… 4 ,人

物質の分離 ……………… 5 人

気象・海洋観測  … … 2 人

風を動力に使った実験 …5 人

別 指 導

基本的な実験の操亀 まちがいや,

器具の取り扱いは説明する。内容 には

あまり深くたちいらないようにする。

質問には答えるが .出来るだけ,班 員

の話し合いで解決する。

・見落し事項は指摘する。

・机間巡視をし,実験・観察の進行状

態を調べ,つ まずきを解消する。

机FED巡 視をし,記録のとり方,反雀

次時の発展などの点検を行なう。

①

②

③

⑭

⑤

⑥

耳
襲

実験・観察開始

(各班毎の研究テ

ーマに従 って )

0部長 :では各班に分れて,実験

観察を開始してください。

班長 :で は始めます。

前時の続きです。

(全 員が活動出来るように配慮)

分 担 役 割

省

各班で反省

班 ノー トの記入

全 体 で 反 省

。部長 :で は時間がきたので,今
日の活動をやめてください。後

片付けを行ない,今 日の反省と

次の時間の計画を話し合ってく

ださい。

・やめてください。
0発表してください。

・班長が発表

0部長 :で はこれで終ります。道

具・器具は準備室に入れて碇い
ゴミをひろってください。
めいもく 気を付け ネL

反

一…68-一



F‐

社 会 ク ラ ブ 活 動 計 画

昭和 4?年 8月 3日

.〇 富士曲の等高線 (平面)を立体化する。

② 技術上の意見交換を基に,仕事を完成する過程での協力を学ぶ

考■卜■名

時 刻 活 動 内 容 活 動 上 の 留 意 点

―

一

集合 。あいさつ

出欠・ 用具の確認

本時の活動内容を確認

明るい気分の号令

出欠をとる。用具の有無

点検の司会

活動内容の司会

気持ちのよいあぃさっ

明るい雰囲気の保持

教師が活動目標を提示する

本時の個人課題をは握さ

せる。

33

分

■o

分

1製作の開始

◎ 複 寧

◎ 切 り抜 き

相互の意見交換③

4 材料・用具の世話

意見交換の調和をはかる

教師との連絡

全員が参加できるよう,教

師は全体の世話をする。

(用具・材料の充足をリーダ

ーと共に配慮 )    |
|

5反 省  会

① 班反省

② 全体反省

後かたずけ

反 省 会 司 会

後かたずけの中心 となる。

6-人 一 言 の 発 表

教 師 の評 価

一-64-―

部 長 名

活 動量標



音 楽 ク ラ ブ 活 動 計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 3日 顧 間 教 師 大 背 戸 澄 子

部 長 名 西 中 艶 子 部 員 数
1引

郷名

活 動 目標 協力し楽しく「 希望のささやき」の2部合唱の練習をする。

寺亥1 活 動 内 容 リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

５

分

め いもく・礼

出席の確認 出席の確認

ビアノ曲の演奏

発音正しく

呼吸の仕方が正しいか。

真会」に個々が練習しているか。

息つぎについて注意する。

明確な発音

歌詞の内容をつかませる。

記号を理解じ歌わせる。

話しやすいふんいきをつ くる。

楽しく活動出来たか。

ピアノ曲の演奏

10

分

発 声練習

ア ー アエイオウ

歌集より2曲 指揮をする。

20

分

本時の目標

グループ別

・ 高 音

・ 低 音

高音・低音の交

互日昌

2音 6′合唱

この時間はパー ト練習に重点

をか きます。

リズ ム 練 習

階 名 日
日

歌  詞  唱

歌い始めの指揮をとる。

10

分

グループEll反省

全体反省

次 時の計画を立

て る。

めいもく。礼

今 日の活動の反省

発表する。

班の意見をまとめる。

-65-



「

読 書 文 芸 ク ラ ブ活 動 計 画

活動年月日 昭和 47年 8月 3日 顧 間 教 師 橋 浜  正  人

部 長 名 道 法 涼 子 部 員 数
男 子 5名

合計115名
女 子 10名

活 動 慶
な
標 文集作製の反省をすることによつて手順を知る。

時 刻 活 動 内 容 リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

５

分

・ あいさつ

・ 出欠席の確認

・ 号令をかける

。これか ら読書文芸を始めます。

0め い もく・気をつけ・礼

・ 出席をとり甕す。

38

分

文集を作るため

どんなことをし

たか思い出す。

本時の活動内容

を確認する。

文集作摯過程に

従つて良かつた

点足りなかつた

点を班ごとに反

省する。

班で話し合つた

ことを発表するc

皆で検討する。

私たちは文集を作るのにどんな

とをしてきましたか。

プ リン トを配布す る6

今日は文集作製の反省をお こない

ます。

計画→ 原稿修正一ガ リー 印届1卜製

本とい う順序でやつてきたのです

が ,それぞれの過程で気づいたこ

とはありませんか。

班で話し合つてみて下さい。

やめて下さい

それでは発表 して下さい。

足 りなかつた点はどのようにすれ

ばよかつヽたのだろうか。

次に文集を作る時にはこれらの点

に気をつけてよりよい文集を作る

ようにしまし ょう。

司会者への助言をする。

文集作製の活動内容を印刷し

ておく。

机間巡視をf~rな う。

班員が協力して話し合いに参

加しているかどうか。

話 し合いが活発にお こなわれ

ていなかつたら既成の文集を

配布し ,比較させる。

気づかない点があれば指摘す

る。

５

分

。あいさつ

省・ 反 0各班ごとに反省 して下さい。

・ 号令をかける。

・これでクラプを終わります。

・ めいもく 0気 をつけ・礼

机間巡視

・全員まじめに反省している

かどうか。

-66-



昆 虫 ク ラ ブ 活 動 計 画

昭和47年 8月 3日活動年月日

部 長 名

活 動 目標

男子 7名 1合計 7名

標本作りを通して昆虫に対する興味をおこし ,協力の態度を養 う。

時 刻 活 動 内 容 リ ー ダ ー の 活 動 活 動 上 の 留 意 点

33

|

10

号 令

諸 :注 意

伝 達

ルールを守つて ,き びきびと

した態度で

うちあわせ

基

    り

り

     班内への一員とし二活』し ,全  ・ 全員が協力して

体 に気を配る。 楽しく活動しているか。

・ 昆虫の分類は うま くいつて

いるか。

ラベル作り

昆虫の分類

建設自
′
iな 意見が出ているか。

―…67-―

顧 問 教 師 望  月 民  雄

北  岡    至

1部
員 数



12.必 修 クラブ年 間活動計 画

界圏
主 な 活 動 の 内 容月・ .ヽ

部会 (自己紹介,説明 〕

・年間活動計画作成
。パス (上手パス・下手バス )

(上手パス・下手パス 》

論

・ パ   ス

・ンシープ

・ レシープ

・ サープ

・ ト ス

・ア タック

部員相互の確認をはか り,今後の目標について考え
させる。

活動 計画作成を通 して,生徒 の 自主性 ・協調性を養
,。

パレーボールの基本であるノくスの技能を身につけさ

豪ちじ
~高

温 凛 慕
せる。

・レシープの動きと姿勢を
・
舷了2殊絆モ倉I:|

・ トスの上げ方 とキル (ア
かませる。

・アタック・ス トップのと|

その基礎になるジャンプ
|

・グームを通 してチームワ‐

・体力の向上をはかる。

・基礎体力の強化

・ グームを通 して審判のしズ

。1年間の経験を通 じて,´
の′心身両面における成長 Z

・ グームを通 して,部員相I

てる。

' ,i - a
. 6rf"1tOteD7 y:y f ^

l'V -?
・ ランニング・柔軟体操

・ゲーム

・理 論

・反 省

・ グーム

。3年生送行試合

フ
ゾ

l

2

3

-68-

バ レ ー ボ _ル

〔男子 )

クラブ年 間活 動計 画

。みんなが協力しあい,チ ームワークをよくする。

・練 習をまじめにする。

・パレーボールの基本動作を身につける。

l③

11
・ アタック

・ ス トップ

12



バ レ ー ボ ー ル

(女子 )

クラ ブ年 間活動計 画
指導者 道 法 幸 恵

。み ん な が 協 力 し て 楽 し くや る。

・ 楽 し い 試合 が で き る よ うに な る。

標

塊
ム

主 な 活 動 内 容 手旨 一尋 目 標

4

自己紹介

グループ作り

年間活動計画作成

部長・班長を決める。

年間活動目標を決める。

オーパー′、ン ドパス
パス {

アンダーハン トパ゙ス

しI兵ダあ努農客22こ康管f根
本となるので,正

奮菅た後蔑正
`【

賃泉で暮1量管危fflナ
正対し,意

サープ

ゲーム

サービスエリアの確認

身体の重心移動とス ィングを一致させる。

レシープ

ー学期の反省

相手やポールに正対 し,いつでも自由に重け る基本
姿勢をおぼえる。

互ぃにカバーし合 うことも忘れないようにする。

V Y -7'( +i -/V Y- /)
f-t^

飛来したポールを上手や下手で ンシープし,相手コ

ー トに返せるようになる。

10
ト ス

ア タック

トスは味方チームの攻撃の誘導をすることを知る。

身体全体のパランスで攻撃することを知る。

ジャンプのタィミングをおぼえる。

三段攻撃
パスー トスーキルの連継のプレイができるようにす
る。

12
ゲーム

エ学期の反省

三段攻撃が活用できるグームにする。

工学期の反省に基づいて練習する

冬期体力づくり(基礎体力の強化 )

・各班でできなか つた事について練習計画をたてさせ
自主的活動の高まるよぅにする。

・ l時間の前半を基礎体力を強化する為の トンーニン

グを行なし、 後半にゲーム等をやる。

ル ~ルの研究

グーム

。ルールを覚 え審判ができるょうになる。

3 一年間の反省
目標が達成できたか。

活動内容,活動中の態度等について。
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庭 球 (男子 )ク ラブ年間活動計 画
指導者 松 尾 誠

目

標

ｌ
．

２

　

３
．

動作にけ じめをつけ,皆が平等に練習しよう。

わからないことはパズのとき開き,一歩一歩上達するように努力しよ

皆が協力し合つて自主的に運営できるようになろう。

,。

ヘ 主 な 活 動 の 内 容 標藝導
』
ロ

4
1.ボールつき

2.ネ ット打ち

班編成をし,班長を決定する。

1年FBlの 活動の目標を立てさせる。

素振 りの練習をしつか りやろう。

l。打法の基本    3_サ ー ビスの基本

2.返球の基本   4.ン シープの基本

クラプの準備が係活動としてきちんとできるよう
になる。

自分のフォームを確立させる。

1.基本試合     3.ス マッシュ

2.ボ レー     4.正 規試合

クラプの進め方のパターンが身につき,部長中心
に自主運営できる。

試合を通 してテニスの楽しさを味あわせる。

1.フ ォアハ ン ト
゛
ドラィブ   3.巨 ブ

2.パ ソクハン ドドライブ

・パズで いろいろな疑問点が出せる。

・皆で協力してできる楽 しさを味わえるようにな乙

・ 1学期の反省をきちんとや らせ る。

1.フ ラッ トサ ー ビス  8.カ ッ トサー ビス

2。 スライスサー ビス

2学期の 目標を立てさせる。
チームを編成 させる。
ラケットの真中にポールを当ててサープを入れさ
せる。

10
1.ン シープ    3.パ ックハ ン ドボレー

2.フ ォアハ ン ドボレー

l時間の評価をきちんとやる中で,次時の各自の

目標をつかませる。

レシープの方法,ボンーの要領をつかませる。

11 }考アじ
=」

斑i曇斃ξ
ポ″ヨン■・試合を通 して試合上のマナーが定着す る。

・後衛も前衛 もその打法をマスターし,対処法を知

るようにさせる。

12
1.冬季練習   3.競技のルール

2.軟式テニス競技の方法 (復習〕

2学期の反省をさせる。

冬季練習の計画を立てさせる。

ルールと競技方法を復習させる。

1.冬季練習

2.審判上の注意 (復習 )

3学期 の目標を立てさせる。

冬季練習の目標をつかませる。

審半」上の注意を復習させる。

1.冬季練習

2.軟式テニス競技の記録法

ジャッジペーパーのつけ方を習得させる。

反省資料のつくり方をつかませる。

3
・ 1年間の反省

反省の観点

・ 目標について   o約 束について
。係活動について  ・練習全般について
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庭 球 (女子 )ク ラブ年間活動計 画
指導者 底 部 正 司

困

標

明るぃ雰囲気で活動に取 り組める

テニスを通じてネL儀を正しくし
,

ように,みんな協力する。

お互いの人権を尊重する態度を育てる。

几 主 な 活 動 の 内 容 指   導   目  標

墓
班の編成  部長 ご班長選び

コー トの名称を学習

・グループ作 り
。年間 目標の決定

・明るい雰囲 気を作る。

フオア・パツクの素振 り

練習用サー ビスの練習

・基礎 となるフォームを覚えさせる。

。ラケットの中心でボールをとらえる。

グラン ド・ス トローク (フ ォア )

・ 自分に合 つたフォームを覚える。

・ポールのパウン ドを知り,一定方向に返球できるよ

うにする。

グ ラ/ド =ス トけ― ク (パ ッタ )

自分に合 つたフォームを覚える。

フォアより打点が前方になることを知る.

サー ビス

ンシープ

体急美点暮穫『 F理露麓勇を無 尾集肇写TΓ
し

'

サーパーに正対するように構え, タイミングを合わ

せて打つ。   __

10
ポレー (フ ォア )

ポンー (パック )

打つのではなく,押 し出すことを理解 させる。

構えから,フ ッ トワーク,ス イング, インパク トと

ぃった基礎要領を覚える。

ロ   プ

スマ ッシュ (フ ォア,パ ック )

足の構えはどのようにしたらよいか考える.

軸足はどのように位置するか覚える。

12
試 合

競技の方法

ゲームの楽しさを知る。

今まで習つたことか ら,前衛,後衛の役害」を考え
,

試合してみる。

試 合

競技のルール

試合において失点となる事項を理解させる。

競技の審判法
試合におけ る審判のしかた,用語を覚える。

1年間の反省
目標について

係の活動について

その他
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卓 球 (男 子 )ク ラブ年 間活 動計 画
指導者 望 月 秀 晃

目

標

1.集団の規律を守り,楽しく活動することを通してよりよい人間関係を育てる。

2.卓球の基礎的な技術を身につけ余暇の善用に役立てる。

3.ゲームを通して楽 しく活動する。

｀

「
早 主 な 活 動 内 容 し

日 目 標

4
班編成   。年間計画の作成

用具・器具の準備,管理の要領

無理な計画は立てない。
仲間意識を持たない。

用具 ・器具を大切にする。

基本動作 (素録り,フ ットワータゝ

基礎練習

グループ作 りをめざす。

フォームを作る。

サープ練習   0班 再編成

フォア打ちの練習

気の合わない人同志でも乱打が続けられるよう
にする。

・サープ練 習   ・フォア打ちの練習

・ 1学期の自己・自班の反省

・フォア打ちの上達

。相手を上手にするための思いや りを養う。

8

班再編成

パ
ック打ちの練習

新 しい気持ちで技術 をみがく。
パック打ちを身につける。

10
カッ トの打ち方 カット打法を身につける。

スマッジュの打ち方

審判の仕方

●スマッシュ打法を身につける。

・審判の仕方を身につける。

12
ゲーム

・イ国人グーム

2学期の反省

フェアーなプレーを身につける。

１

　

一

f-t
' 4'z'lvx

チームワークの大切さをつかむ。

ダブルスの意義をつかむ。

露
グーム

・各班 リーダ

ゲームを通 して人間関係の深化をはか る。

・送別 ゲーム (3年生送別の分 ムをする )

・総反省 (楽 しか つたこと,良か つたこと

を中′心に反省する )

総合評価

好ましい仲間づくりができたか。
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卓 球 (女子 〕ク ラ ブ年 間活 動計 画 指導者 鎗 野 健次郎

轟

標

。主体的・創造的に活動し,集団の一員としての社会的公民的態度を身につけよう。

●よりよい人間関係を目指し,集団の向上をはかろう。

0施設用具の整備・管理に気をつけ,健康安全に留意して楽しく活動しよう。

軋 主 な 活 動 の 内 容
Ｌ
日 導 目 標

4

部 会
・自己紹介    ・班編成
。馬具の準備・管理の要領について
。部員としての心構え

・クラプの組織だKり

年間活動計画の作成

1時間の展開′くターンの検討

係,約束ごとの検討

自主的に活動へ取 り組む姿勢を養 う。

基本動作
・素振 り
。アッ トワータ

人間関係の向上をはかる。

フォームを固めるようにする。

サープの打ち方 とフォア打ち

(1学期の反省 》

よりよい人間関係の育成

フォア打ちの要領をつかむ。

班再編成

スマッシュ打ち

スマッシュ打法の要領をつかむ。

10 連続打ち
・連続打ちの要領をつかむ。

ゲーム ・審判の仕方
ダームの進め方t審判の仕方を理解する。

12
ゲーム

ξ2学期の反省 )

よりよい人間関係の育成

パック打ち
パック打ちの要領 をつかむ。

8't'*x
チームワークの意義を理解する。

ダブルスのや り方を理解する。

ダーム

(1年間の総反省 》

このクラプで 1年間活動したことの喜び,

意義を認識する。
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■
六

目

剣 道 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画   指導者 田 中 俊 治

主 な 活 動 の 内 容  1 指  導  目  標

4

クラブ組 織だXり
(1)必修 クラブについて話し合う
(2)計画表の作成

星豊ビ豊2_防暴Q量_tl方

協力しながら楽しく活動する。
課外のクラブと必修クラプのちがぃを充分理解
する。
防具の扱ぃ方を正しく行なう。

基本動作

(1)素 振 り練習  (2)正面打ち

(3)ノ∫ゞ費町ち

・基本練習を通じ礼儀正しく相手の人格を尊重 し

て活動するようにする。

(→ 胴打ち

(5)総合練習 (小手・面・胴 〕

しかけ技

安全に活動するためには,防具や用具を点検す

るよう:こ 嗜ドる。

(1)小手 一 面
(2)だ ―ヽf― 一 月同

(鋤 互格けぃこ

・各グループの班長を中′心にして活動することに

より班内のチームワークを育てる。

・基本を守 り打 つていくようにしよう。

(4)試 合

(5)かか り|デ しヽこ
試合を通 じ試合のしかたを理解する。

10

・試合 (リ ーダ戦 ) ・試合のルールを理解する。

・班内のチームワークの向上をはか る。

ll

・応 じ技

(1)払い面   (2)ひ き面

(31ひ き胴

。相手の竹刃を確実に払 つて打つ ようにする。

・相手との問合に注意,正確に保つ。

12
互格げいこ

試合 (リ ーダ戦 〕

2学期の反省

審判のしかたを学習する。

総合練習

(1)かか りげい こ

(2)通酵各げぃこ

相 手の技術的 に悪ぃところをなお し合 う。

今年度の反省

(1)試 合 (技術面の反省 〕

(2)活動状態の反省

今年度の総反省を行ない来年度の参考とする。

48年度の計画立案 〔技術面だけにな らないよう配慮する。 )

|
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ソ

目

標 |

フ トボール ク ラブ年間活動計 画  1露者 井 原 多 澄

0ソ フトボールを楽しめるようになろう。

0集団の中での個人の役害Jを 考え,団体スポーツの意義を見つけよう。

ぎ目
月

主 な 活 動 の 内 容 ∫旨 導 目 標

4

組織づ くり

t穫睫出

・ソフ トボールクラプの活動内容を知らせる。

・ リーダー中心の 自主的な活動であることを理

解させる。

ボール投げ

キャッチボール

なるべく遠くに投げられるようになる。

相手の顔もしくは胸の位置にボールを投げる

・ノック

・試 合

。ボールをうしろにそ らさないようにする。

・練習の足 りない ところを見つけ,次時 よりの

練習に役立てる。

トスパッティ
ング

ー学期の反省

パッ トの:芯 でボールをとらえる。

工学期か らの活動に役立てる。

工学期の活動計画の確認

フリーパッティング

一学期の反省をもとに楽しく活動できるよう:

にする。
構え・スメンスなどを考え, ライナーを打つ
ようtこ 可ドる。

10
基本練習のまとめ それぞれの注意点が守られるようにする。

ll
ルールの学習

試合 (2チ ームに分け る。 )

ら矢を

　

ｏ

と
　
る

ｏ

ン」

せ
る

い
　
さ
せ

な
　
に
さ

一ざ

　

）つ
え

で
　
よ
考

は
　
る
を

ム
　
き
陛

一　

で
要

ゲ
　
が
重

と
　
判
の

い
　
審
ク

な
　
が

一

が
　
も

ワ

ル

ｏ
で
ム

一
る
れ

一

ル
せ
だ
チ

12

。試 合

・工学期の反省

楽しく試合ができるようにする。

ソフトボールの楽しさが理解できただろう力Ъ

三学期の活動計画の確認

試 △

ソフトボールを通して集団の意義,集団の中

での個人の役害Jを 考える。

。試 合

。一年間の反省

楽しく活動するェ夫をさせる。

目標が達成できただろうか。

基本練習 (1・ 2年 》
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目

標

体 操  ク ラ ブ年 間 活 動 計 画   ま露者 土 井 慶 嗣

り,研究心を持ち,絶えずェ夫 し創造的な活動

主性・向上心等の資質の育成をはかる。

訳 主 な 活 動

組織の確立

活動計画の作成

種々の前転 ・後転の練習

倒立の理論を学ぴ練習する。

跳び箱運動産通 じて,跳躍ヵをつける。

腕立前方転回・後転跳びの練習

容内 指   導

爾滑な活動が行われ るためのクラブ員相互の理解
を促す。

前転 ・後転が種 々の運動の基礎であり,その重
要性を理解 し,身 につける。

・秩序ある活動を行なう

・倒立の理論を理解 し,倒立の色 々とその方法・
コッを知る。

向上′心をもつて, 自主的に活動す る。

踏み切 りの重要性を理解 し,基礎的な挑びこし法

を知る。

・腕立てでの前・後回転の方法を知 り,高度な技
への足がか りとす る。

・協力して活動する。

標

4

10 鉄棒運動を中心として練習する。 挙T2ξ昌塵f理望豪ミE十下馨肇董讐薫ζFえ '

いくつかの運動 (技 )の倉J造的連結の練
習

各自の個性を大切にしたいくつかの技のつなぎ方
を指導し,各 自の創造性の伸展をはかる。

身体の柔軟性をはかる運動の練習
体操競技における柔軟性の大切なことを理解させ
その方法をさく

・らせる。

基礎体力をつくる運動の練習

団体徒手の練習

基礎体力をつくる運動にはどんなものがあるか
を知 り,その活用をはか る。

責任感の育成をはか る活動とす る。

・仲間意識・チームワークの育成をはか る。

・協力して活動する。

轟
一年間の反省・評価

三年生との別れ

入部時 との技能のちがぃを話 し合い,お互いの成
長を認め合 う。

次年度への目安を持たせる。

―?6-
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美 術 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画
指導者 吉 川 和 治

目

標

o協力し合つて楽しく活動できるようにしよう。

0美術に関する知識や技術を身につけよう。

一殺 主 な 活 動 の 内 容
し
日 導 目 標

4
班活動 班で自主的に活動内容を決めさせ,主体的な活

動ができるようにする。

Fデザィン  線による構成

1工  作  紙で船を製作

作品を大切にし,完成させる。

独自の設言れこよる。

絵  画  人物をかく

版  画  船を版にする

積極的に絵がかけるようにする。

身近な興味を育てよう。

t彫   刻  トーテムポール
以下班活動を中′心に進めて行 くつもりです

完成後校内に設置 しよう。

が,一応の活動予定を組んでおきました。

運動会のポスター製作

文宅 色彩の構成を考えよう。

作品は町内に掲示しようσ

10 紙による造形
平面を立体にすることによつて造形の楽しさを

学ぼ う。

年賀状の版画づくり

(2色 Ellり )

実用を目的にして製作する。

新しい年を迎える気持ちを表現しよう。

12

壁かざりの製作

〔木のンリーフ )

実際に室内の装飾になるように作る。

彫ることの素本卜な美しさを知ろう。

楽焼き      テラヨッタ

(つぼ )     (置 物 )

粘土で素焼きをして置物を作ろう。

粘土で造形する楽しさを味わおう。

8
楽焼きの方法を知ろう。
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「

新 聞 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画
指導者 槙 勝 博

圏

標

。創意工 大 して よ りよい 学校新 聞 をつ くろ う。

0新 聞 に 関心 を持 と う。

Oま じめ に 活動 しよ う。

項
巨

月
主 な 活 動 の 内 容 し

日 導 目 標

礁

ォ リエンテーション

丁重電?;標
決定

学校新聞のつくり方を説明し,新聞をつくる。

新聞作製の経験か ら学ぶようにする。

できた新聞の反省・批評 。他校の新聞研

嶺
観点を決めて反省・批評す る。新聞のつくり方を

しつか り学ぶ。

「新聞作成(ガ リバン印弔い
J反省.批評会
一学期の反省

前につ くつた新聞と比較 し,進歩状態をみる。

創意工夫はみられるか。

工学期の目標決定

ヽ班づくり

炒
聞作製

壁新聞の意義 つくり方について説明し,壁新聞

をつくる。

10

ン
ー
‥

|

反省 0批評会

ll
ヽ
―
―
主

一般新聞の研究 一般新聞を読み,現在,新聞がどのような役割を

持ち,ど のような状態にあるか考える。

12
j

工学期の反省

三学期の目標決定

1耕菖鷹具(ガ リバン印刷)

葛しtモ暑見β薔冒ま皆釜翼妹慧墓墓蒼香ヒ警奮嬉
導する。

|

反省 0批評会

3
一年F81の 反省 一年の反省,来年への見通 しを立てる反省会にす

る。

-? 8-



標

ヘ 主 な 活 動 の 内 容 標目導
し
日

4

EOS.&こついてのォリエンテーション

班編成,  出籍簿の作成

各係の決定,き まりや約束事の健 確認

必修クラプの意義を理解させる。

英会話習得上の心構えを持たせる。

英語による「 あぃさつの仕方」を練習する 知人や初対面の人とのあいさつがで きるようにな

る。

英語による「学校の紹介」 自分の学校について,簡単に説明で きるようにな

る。

英語による「 家族の紹介 J
自分の家族の職業や名前を人に教えられるように

なる。

8 み休夏

英語による「友人の紹介」 自分の友達を人に紹介できるようになる。

10
英語による「先生の紹介 」 自分が教えてもらつている先生を人に紹介できる

ようになる。

英語による「 町の紹介 」 自分の住んでいる町を人に紹介できるようにな孔

1露
英語による「 趣味や特技の紹介 J 自分の趣味ゃ特技を人に教えられるようになる。

英語による「正月の説明」 自分の家では,正 月をどうすごしたかを,人に説

明できるようになる。

鰺
英語による「 気候」についての話 し合い 気候について, 自分の卒直な感じ方を人に伝えら

れるようになる。

3
英語による「卒業式 と入学式 」についての

話し合ぃ

卒業式の予定日や,式にのぞんでの感動を人に伝

えられるようになる。
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書 道 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画   十露者 大 成  治

軋 主 な 活 動 の 内 容 子旨 導 目 標

４

　

　

一

班編成

年FRl活動計画の作成

楽しい雰囲気で親 しみのもてるクラブづくり。

基礎的な毛筆書写

(始筆,送筆,終筆 〕
楷書を書 く場合の筆使 いを身につける。

(筆順の原則も理解する )

楷書練習

筆圧 と速度 について

楷書の筆使いを身につけ,字形を整えてかく。

班内での研究促進

楷書練習

文字の酉げJと 調和について

5, 6月 で習得したものを基盤に,創造力を養 発

グループの再編成

行書練習 (初歩的な筆使い )

行書の特徴を理解。

10 文化祭参加作品の作成 自由な表現力を養 う。

硬筆 (郵便物,詩などをFl」用 )

配列,形式を考慮した練習
日常生活に生かしていく態度を養 う。

12
書初め,年賀状の練習

(小筆の練習 )

文字の配列・調和に気をつけ,明 るい感じを出す。

自分の好きな形式,書体を用ぃ,作品を
完成させる。

1年間学んだことを生かし,創意工夫する態度を

養う。

同  止

3
古典などの鑑賞

1年間の反省

創造意欲への刺激

到達度の確認
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家 庭 科 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画  指導者 藤 田 員 代

浚 主 な 活 動 の 内 容 芋旨 導 目 標

4
ンース編み tドィリー )

・コップしき

・細編み・長編み・くさり編み 。ひきぬき編みを
失日る。

) 'r-/.pEv r- 実習した編み方を利用 して,作品を作る。

しし ゆう

。テープル センター

・フランスししゅうの種類を短Iる 。

サ  :1:ζ ;ヒ♭
ゆう

)
。縁の始末の仕方を知る。

文化祭出品作品の製作
既習内客を応用して, 自由製作をする。

10

理調
ヽ
―
―
‥
…
、ク
‐

衛生的な実習態度を身につける。

12

パパロア, フルーツポンチ,ホ ットケ

ーキ,サン ドウィッチ 等
楽 しみなが ら協力して実習できる。

ヽ
―
―
―
―

＼
〆

毛糸編み
各種の編み方を実習し,実生活に利用で きるも

のを製作する。

一
ラ

ン

子

フ

ト

マ
　
゛
ヽ
組
鴨

反 省 1年間の活動をふ りかえつて反省する。

-8 1-



科 学 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画   指導者 寺 田 勝 彦

り ,又 身のまわりrCぉ こる ,様々な解 らない不思

いに協力し合つて解明してい く。

見交換をしてい く。

率 主 な 活 動 の 内 容 指 標目導

4
自 己 紹 介

(科学クラノヘ入部希望の動陶

lマ
02・ 3年生と日頃つきあつていないので

,

なごやかな軍囲気の中で ,自 分の希望が大声で

言えるようにする。

活動方法・手 llFに ついての

希望・意見交換

資料収集 〔今後の活動・研究主鋤

生 徒達か自分達で考えられる内容のもの ,危険

性のない ものを数多 く提示しその申で音i呉達の

趣味に合つたものを選ばす。

班員の決定

活動目標・研究主題の決定

班毎の資料収集

科学心を育てる為 ,趣 味の合つたもの同志を班

員にして ,話し合わす。

班毎にょる研究主題にそったかかまかな

実験観察の作成

研究 開始

器具・道具の取 り扱いの注意。

本時の実験計画を立案さし ,そ の計画にそつて

活動さす。 反省の必要性

9
7月 の研究した結果をもとに低次な実験

観察から高次な内容へと移行

班内での協力が必要であることを理解さす。

又 ,新 しい気づきゃ考え方が自由に発表できる

雰囲気を作る。

19

9月 と同じ

研究状態の進み具合 部内で意見交換し

軌道修正

11 10月 と同じで研究内容の充実をはかる。

科学研究を行な うには ,く だらない ,つま らな
いと思 う事でも ,注意深 く取 り扱かう必要があ

ること。

12
冬休みのすごし方についての話し合い。

i   l

2

3

研究のまとめ・整理の方法を話し合う。

1年間の研究のまとめ 0整理

必要な資料と不必要な資料の区月Uを さす。

資料整理での注意

研究発表を行なう。

反省会をもち来年度の計画について話し
合 う。

発表態度の育成
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浩
社 会 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画 指導者 林 義

目

　

　

標

地形図を立体化し,総合的に考えょうとする態度を養う。

具体離潅仕事を通して ,完成の喜びと経験を尊重する態度を育てる。

軋 主 な 活 動 の 内 容 標目導
し
日

4
豊浜町の立体地図をつくる

125:00)
地形図の読み方 0等高線の意味を知る。

生徒相互の情報交換を尊重する態度を指導。

豊兵町の立体地図をつ くる。

(25:00)
郷土の地形の特徴を全体的につかませる。

今後の立体地図作成の意欲を養 う6

鷲嘗〔::lI:llipを 7:iO。 )

立体断面製作の基礎を学ぶ。

根気ょく製作し ,製作過程での協力する態鹿慶影

富士山の立体断面(を)を

7:る∫0。 )

立:体断面製作の基礎を学ぶ

技術上の意見交換を基に ,仕事を完成する過程で

の協力を学ぶ。

9
富 士山の残 りの部分をつ くる。

( 50:00)

地形図の記号を着色し ,継続の意欲を育てる。

完成の意欲を養 う。

10
富士山の全容を完成させる。

(50300)

富士山の全容の特徴をつかませる。

生徒相互の作品評価を通して ,各 自の努力を認め

る態度を養う。

ll

豊島の立体地図を作る。

(内 浦地豹        (3:00)

郷土の各地区の立体特徴をつかませる。

内浦地区と水資源の関係を理解させる。

l露

豊島の立体地図を作る。

(小浦地区)       (3∫00)

郷土各地区の立体特徴をつかませる。

小浦地区と人口 `中心位置の関係を話し合 う。

豊島の立体地図を作る。

(山崎地区)       (3よ00)

郷土各地区の立体特徴をつかませる。

分担結果を総合し ,完 成の喜びと経験を話し合う

2

記念印をつ くる。 1年間共同して活動した ,思い出を残す記念印と

する。

印鑑についての通説を学ぶ。

記念印をつ くる。
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金

日 楽 ク フ ブ 年 間 活 動 計 画
指導者 大 背 戸 澄 子

集団活動がスムーズに行な

パゝtl主 な活忍丁Ⅷ戸蔦 ヒ
日 導 標

4 日本 民 謡

卜
貯
―

一 般 歌 曲

1人ずつの声を一応それぞれのパー トに分けて

パートリニダTを 中心に練習し合わせる。

学年を通じて集まつた生徒であり,個 々の能力
差や特性を配慮し,お 互いが協力していく体制
をつくる。

1唱

。す ぐ歌えるコーラスで楽しさと安定感を感得 さ |

せ,だ んだん 1人 1人の声を確かめてぃくよう |
にするc                    l

「‥
‐‐，‐
一

自分達で選曲し,小グループごとに発表し,そ
れをテープにとり話し合わせ。演奏技術を伸ば
していく。

10 器 楽  (ギ ター中心 )

11
1鑑 賞

L__

目的をもつてよい音楽をできるだけ多 く聞くよ

う方向づけてぃく。

12

|

|

自ら音楽するノ心の助長をはか り,生徒が進んで

音楽美の理解を感得 し,意欲をしめすよぅ指導

器楽曲や合唱曲をグループで曲を選曲

し仕上tヂ てぃく。

を進めていく。
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間 動 計 画年ブ 活一フク文

書

童
日

一就

読

文標

十

五

指導者 橋 浜 人

漁 主 な 活 動 の 内 容 標

．

目一導指

4 「
―
―
―
―
―
―
―

一
―

身近かな事がらを題材にして自由に創作

をお こなう。

① 自己紹介の作文

② 生活作文

③ 詩

か 互いに批評を確 う。

自由に創作活動を行なわせ他の生徒の

倉1作と自分の創作とを比較する&と に

よつて ,物の見方・感じ方・表現方法

の多様性を理解させる。

文集を作る (第 1菊
各自 〕作品を選抜し,そ れを自分たちの

計画で文集に仕上げ ,おおまかな文集作

製のJlt方 を理解させる。

読書の方法・作文の書き方・詩の作り方に

ついて学習する。

今までの反省にたち作文・詩等の書 き方

小説の読み方を理解させる.

10

11

12

1

(読書)       (文 勘

罐強本を選択じ読む

・ 共通の本を読み ―
|

① 作者の生涯に
16月までに行なつた

ついて

②  作品について

③ 感想文

が引 作を続ける

ル占二“と 配`綸 2‐ル」

入部目的が読書と文芸に分かれているが

文芸にとつても読書は必要である。

そこで ,こ の期間は読書に重点をおき指

導にあたる。

・ 作者の生涯と作品とがどんな関係を

持つているかを理解させ ,作品をよ

り正確にとらえ感想文が書けるよう

にする。

0倉1作面においては ,表現の仕方をく

ふうしながら倉1作できるようにする。

文集を作る (第 2集)

第 1集の反省にたち ,1年間の活動のま

とめとして自分たちで文集が作れるよう

になる。
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昆 虫 採 集 ク ラ ブ年 間 活 動 計 画
指導者 望 月 民 雄

全員が協力して ,た くさん昆虫を採集し ,標本を作ろう。

標

率 主 な 活 動 の 内 容
し
日 導 目 標

4 ラプについての説明

ルールの決定とグループロ標を決める。

年間活動計画作り

必修クラプの意義と ,昆虫採集クラプについて

理解する。

確実に継続できる計画のたて方を話し合 う。

6 標 本 箱 の 作 成 グループが作業を通して協力できる。

昆 虫 採 集 実際に昆虫を採集し興味をつける。

標 本 作 り

10 昆  虫 飼 育 昆虫の生活を飼育日記を通して知る。

12 飼 育 日記 の 整 理

″   (ガ リ印澪D

グ ルー プ の 発 表 今年度の活動の成果を考える。

今 年 度 の 反 省 反省を通して ,来年の目標を考えさせる。
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嗜　　　′‐‐‐

〔メモ〕

講  演

「 指導 目標 と して の 認 知 と態 度 J

名古屋大学教授 塩 田 芳 久 先 生
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瀬 戸 内 海 汽 船 kk (広 島二
令治 ,特急便)広島字品棧橋事り

(上り) l   嘔還 2 便 3 便

広 島 発 8。 00 12n40 17.10
豊
（

8.55 13.35 18。 05

豊  島 10.25 15.05 19。 35

大  長 10.50 15。 30 20。 00

今 治 着 12.00 16.40 21.15

上記より男Uに , 和方「丸 ,広島県営棧橋肇

山 陽 汽 船 昨k(仁 方一竹原フェリ→

「「
‐劇
‐日
耐
一
＞ｏｌ
□

尚 鵠 港ょり,和加丸 ,広島 (字品)年 きあり。

豊島発 7.45二 呉 9.40→ 広島着 10.30

呉 線 時 刻 表  (広 島一仁 方 )仁 方駅ょり

(急)

(下り) 1   奮竃 2便 3便

今 治 発 8。 00 12.80 17。 10

大  長 9。 00 13.25 18.05

豊  島 9.25 13 .50 18 .30

旦
（

10.55 15。 20 20。 00

広 島 着 12.05 16.35 21 。10

14。 30呉  15.20豊 島着 17.10

(上 り) 4

仁  方 発 7.35 8.45 10 .30 12。 35 17.45

豊 島 着 8.45 9.55 llぉ 40 13.50 18。 55

竹  原 着 ヽ
ヽ

12.20
｀`

｀

― ―

ヽ ゝ
16.25

ヽ

(下り〕 2 4

竹  原  発
＼

:コ 8.40 12.50

豊  島  発 6.10 ll.10 15。 15 ヽ
＼

豊 島 山 崎 港 6.15 9.10 12.10 18 05

仁  方  着 7.20 10.20 12.30 13.20 16125 19.15

(窪Э

下
1年
方発LL霊 1_三翌 9`46 10.42 ll_58 12.58 14.20115.14 16.22 16.50117.19 18128 l型Lll

摯壼_」 _」をJll 10. 11.87 12.57 14.02 15.02
|

16.13i17.25 17.3111忠 .16 19.27

~ ~~~[~~~

20。o8121.10

(備考)仁ォ棧橋より呉 ,広 島方面令のパスの便あり。

|

10。41111.58

11.53113.05 13.58114.58 15.261 16 .26 17.04117.24

19.38

((→

上
　
リ

1仁方発 8.17 9。 13 12.42 13.5題 1487 14.52 15^4g 16.21 16:51 17.17

|三 原着 936 10.16 18.07 18.49 19,31121.12


